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林 防疫の問題点

こばやしふじお

小林富士雄＊
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戚林防疫」とは耳慣れない言葉であるが,筆者は森林病虫獣(ForestPests)

の制御ないし防除の意に用いている。従来なじんできた「森林保護」は，時と

すると生物害のほか火災，気象害も含まれるので（たとえば，四手井編『森林

保謹学』)，混同を避けるためここでは用いないことにした。

わが国の森林病害・虫害の研究は，明治以降林学とは必ずしも関'係のない植

物病理学者，昆虫学者による分類，同定から始まった。詳細な生態学的研究や

防除試験も一部で行なわれたが，研究者が少ないため大きく発展することもな

い状態がほぼ第二次大戦まで続いた。大戦後，森林資源の重視政策を背景に森

林病害虫研究の重要度が高まったため，昭和22年の林政統一を機に国立林試

での研究組織の整肺拡充が開始された。昭和35年ごろ着手された拡大造林政

策による人工造林面砿の増加に伴い，病虫獣害対策が森林経営上不可欠である

ことが全国的に認識されたため公立林試の研究者も急激に増えた。

現在森林病虫獣害の研究者は，国立林試80名，公立林試80名に大学を加え

合計200名近い研究者を数えるに至っている。研究報文もしだいに蓄積され，

たとえば林学会大会の部門別発表数では病虫獣関係がここ数年1，2を争うよ

うになっている。大戦前後十指に満たない研究者であったことを考えると，驚

くべき発展であることがわかる。

このような急激な隆盛は，先人たちの努力に負うことも少なくないが，その

背景には現実に直面した病虫獣害の発生を抑止するという至上命令があったこ

とによる。その結果，目前の対応に追われるあまり，ともすれば研究内容が対

症療法にかたよるきらいがなかったとはいえない。もとより多くの研究者はこ

れをよしとしているわけではなく，森林の特性をふまえた病虫獣害防除のあり

方について桃索しているの力斑実情である。筆者は，わが国の森林防疫は次の発

展期をむかえるための準備をする時期に立ち至っていると考えている。ここに

一部の問題点をひろい，かつ2，3の提案をして，次の発展のための論議に供

したい。

サーベイとは「組織的調査」の意である。文献あさりも国勢調査も一種のサ

ーベイである。林業関係では森林蓄積調査が最も古くから発達してきたサーベ

イである。森林被害は広域の防除態勢を必要とする場合が多いので，その発生

病虫獣害サーベイの充

実を

＊林業試験場昆虫科長
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状況を常時把握し，監視するシステムつまりサーベイがぜひ必要であるという

認識はかなり古くからあった。わが国でも林野庁が集計する「森林病害虫等被

害報告」は昭和25年から継続されているが，組織的にも内容的にも充実して

いるのはカナダと米国である。

サーベイの目的・やり方は国情によって異なる。米国の場合，サーベイの目

的は「被害を異常発生の初期に発見し，その危険度を評価し，防除の必要性を

決定すること」にあるので，被害の発見サーベイと同程度またはそれ以上に評

価サーベイ（日本でいう発生予察はこれに含まれる）に重点がおかれ，地上お

よび航空サーベイが並行して用いられている。カナダの場合はかなり異なり，

サーベイの目的は「経済的観点からみた診断と予報を目的とすると同時に，分

類・分布・生態に関する知識を増加させること」にあるように，サーベイを専

門に担当するレインジャーが各自の受持区域を計画的に調査し，同時に標本を

採集し地域の研究所に送る。米国のサーベイを実践的・即戦型とすれば，カナ

ダのサーベイは研究的・長期型とでもいうことができる。

いずれにしても森林病虫獣害のサーベイは，発生の早期発見と同時に被害量

の把握を最低限含むものでなくてはならない。早期発見は，森林所有者などの

偶然の発見のみでなく，病虫獣害の教育を受けた林業技術者による計画的な調

査に重点がおかれなければならない。被害量調査は，森林調査における標本調

査法に準じたものでなければならない。発生が広域化した場合の被害量調査，

または奥山・過疎地での発見調査には，地上サーベイのみでなく航空サーベイ

も必要となろう。サーベイを行なう対象も，松くい虫，カラマツ先枯病のよう

に流行病的な発生をするものだけではなく，スギ・ヒノキの穿孔虫被害（ハチ

カミ,I､ビクサレ）のように恒常的な発生をし目だたない被害にこそ計画的調

査を及ぼさなければ，その実態はいつまでも把握できない。

以上のような組織ができたにしても，被害の能率的調査技術，さらに進んで

発生予察技術の研究が同時に進まなければ，その機能を十分に発揮することは

できない。

世界における日本林業の特徴は，モンスーン気候と人工造林であると筆者は

考えている。モンスーン気候は夏の多雨によって多種類の植物を高密度に育

て，これを餌とする多種類の昆虫や奇生菌を育ててきた。一方人工林化は森林

の構成員を単純化して，病虫獣の異常発生を起こしやすい。しかし本来複雑な

生物相をもちうる日本の森林であるから，人工林であっても，その造林方法，

管理が適切であれば，それらの発生を少なくすることが期待でき，このような

やり方こそ，キメ細かな施業をする日本の林業にとっては最も適切な防疫法で

あると考えられる。

森林管理による防疫は，古くからあった考え方で目新しいものではない。問

題はどのように研究を進めるかである。このための研究は，まず各種森林の生

物相とその経時的変動の実態を知ることからスタートすることになろう。さら

にこれと並行し，森林被害として現われる動植物個体群の発生動態の機構を知

3

森林管理による防疫
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国際協力について

ることが必要である。これをもとに，生長に適した樹種を選ぶための適地判定

も，また植栽・施肥・下草刈り・つる切り・除伐・間伐・枝打ち・伐採など森

林施業も含め従来のすべての森林管理を病虫獣害抵抗性の観点から検討するこ

とが必要となる。その場合，古い林業地での経験あるいは現場技術者の発想が

大いに参考になるだろう。

しかし，森林管理による防疫が森林病虫獣害対策のすべてであると過大評価

することも危険である。たとえば，植栽のあと成林までの森林は不安定な系で

あり病虫獣害の発生の可能性がとくに高いため,天敵の人為的導入や,誘引剤な

ど生理活性物質または農薬の利用も考慮しなければならない。これらの森林で

の適正な使い方をめぐって，多くの研究と論議がかわされることが望まれる。

外国から持ち込まれた害虫や病原菌が流行病的発生をして，その国の森林に

大被害を与えた例は数多く知られている。その原因は，侵入病害虫に対し在来

樹種が自然淘汰の洗礼を受けていないため抵抗性を猿得していないか，または

有力な天敵がいないことによる。

森林害虫の例としては，欧州から北米に侵入したマイマイガ，ヨーロッパマ

ッシンクイムシ，ヨーロッパトウヒハバチ，北米から極東，欧州に持ち込まれ

たアメリカシロヒトリなど有名害虫は枚挙にいとまがない。戦後日本に大発生

したクリタマバチは，戦争中に中国大陸から持ち込んだものらしいという疑い

が最近になってもたれている。森林病害としては，ゴヨウマツの発疹さび病は

欧州から北米に入って大発生したものであり，北米のクリ胴枯病は極東から入

ったものといわれている。日本のスギ赤枯病菌は，明治時代に北米から持ち込

まれた疑いが濃い。

これら病害虫の侵入を防ぐために，わが国では国際検疫制度に基づき’農林

水産省の植物防疫所が港で検査を行なっている。不幸にして侵入し定着してし

まった場合の対策としては，病害虫の原産地をつきとめ，原産地の樹種の抵抗

性遺伝子を導入するか，または原産地の有力天敵を自国の被害発生地に導入す

るのが最も基本に忠実なやり方である。いま仮にわが国のマツ枯れを起こして

いるマツノザイセンチュウが外国から侵入したものと想定すると，まずその原

産地捜しから始めることが，迂遠のようでも恒久対策をたてるために最も必要

なステップであると信ずる。

このような原産地捜しは国際的な研究交流そのものであり，その意味で林学

部III]の中では，病虫獣関係ほど国際協力を切実に必要としている分野はないと

思われる。来年には国際昆虫学会が，再来年にはIUFRO(国際林業研究機

関連合）世界大会がともに京都で開催されることが決まっており，さらに国際

農薬学会，国際植物病理学会も日本開催が計画されていると|蝋く。わが国の森

林病虫獣の研究蓄積をこれらの機会に発表し，次の発表のための良い足がかり

とすることを強く期待している。

森林防疫学講座の必要性すでに触れたように，わが国の森林病虫獣害研究は現実の対応に追われるあ



まり，実践面での進歩にくらべ学問的体系の確立に欠ける憾みなしとはしな

い。林学がいかに実学とはいえ，学問的体系を欠く技術のみでは，技術そのも

のの健全な発展は望めない。学問，技術，教育の3者は，図のように連鎖をつ

くって初めて力を発揮できるものと考える。わが国の森林防疫分野において

は，学問とそれに深く結びついている教育を主たる任務とする大学が抜けおち

ているのである。

森林防疫学の古い歴史をもつドイツでは，’9世紀半ばより各地の大学林学

科に火災，気象害を含む森林保謹学講座がうまれ，これがしだいに森林動物

（または昆虫）学，樹病学に分かれて発展してきた。ドイツの林業試験場はこ

れより遅れ，大学の研究の一翼を担う形で発足し，現在は独自の任務を担って

いる。米国では19世紀の終わりころから国立または州立の林業試験場が中心

となり発展し，遅れて人材謎成の必要から大学の林学科内に病虫害の講座がで

きた。現在主な林学科には必ず森林昆虫学と樹病学の2講座があり，野生鳥獣

関係は林学科内にあった講座が学科として独立しつつある。

戦前のわが国の林学教育は国有林経営者の養成に主目標がおかれていたた

め，生物科学の部門がかなり排除された官房学的色彩を帯びていた。大戦後そ

の脱皮が図られ，森林防疫関係誰座の必要性は認められながらも，講座増設制

限のためもあって今もって皆無に等しい。正式講座としては東大の森林動物学

識座が唯一のものであり，1識座の半分を占めているものとして数年前新設さ

れた鹿児島大の育種・保護識座と琉球大の森林保護．工学諦座があるにすぎな

い。

このような現状から起こる問題は2点ある。第’に,国･公立林試に入り森林

病虫獣害の研究を志す者は，林学出身の場合には動物学，植物病理学の第一歩

からスタートするか，林学外の動物学，植物病理学出身の場合には新たに林学

の勉強をしなければならないことである。もちろん林学以外の出身者が新鮮な

目で新鮮な研究を開拓してきたというプラス面があるとはいえ，いずれにして

も自らの努力でハンディを克服してきたのが実情である。

第2の，さらに大きな問題点は，大学林学科の中で森林防疫学のウエートが

低いため林学科出身者（ひいては林業技術者）の中に森林病虫獣の知識がゆき

わたらないことである。例をあげるならば，間伐や測量を知らない林業技術者

はいないだろうが，害虫や樹病の初歩的知識のない林業技術者の数は少愈くな

い。松くい虫の駆除事業に携わっている技術者がシラホシゾウムシをマツノマ

ダラカミキリと誤って思い込んでいて，果たして有効な駆除ができるだろう

か。

国情によって多少異なるが，いずれの国の森林防疫学も大学と林業試験場が

相補う形で円満な発展を遂げてきていることを思うとき，わが国の森林防疫学

の現状は大きなヒズミを抱えており，これを早急に打開する必要に迫られてい

ることを訴えたい。

＜完＞

5

学問
（研究）

／、
術一教育技術

(研究）
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藤 森隆郎
I

御言材施業間罐験討のボｲﾝﾄー ｽギとﾋﾉｷー

はじめに

大而職皆伐のゆきすぎに対する批判に伴い非皆伐施業

に強い関心が寄せられるようになってから早くも10年

になる。その間に忘れ去られることなく地道な研究と現

場での熱心な試みが各地で続けられてきたことは，それ

だけこの問題が林業経営における森林の取扱い方法とし

て期待される内容を多く含んでいるからだろう。

非皆伐施業の指向される理由として，皆伐時の裸地化

に伴う表屑土の流亡，地力の減退を避けることができる

こと，一定面積からできるだけ蓄積を下げないで収稚の

間断を小さくして森林を回転していけることなど，安定

した林業経営の基盤の確立に結びつき，同時に環境保全

的要諦にもこたえることができることがあげられる。常

に目的樹種によって林地を被いながら収漉物を採取でき

ることは林業経営にとって理想の姿である。

ではなぜその理想が日本の林業に定着しなかったの

か，あるいは現在なお問題点をかかえているのだろう

か。日本の林業のなかで最もウエートの商いスギとヒノ

キについていえば，半陰樹であるスギやヒノキはそれら

の樹種からなる複層林を自ら形成することはむずかし

く，同じ人為を加えた一斉林施業に比べても，複隠林の

取扱いは一筋繩ではゆかないことが多いからである。し

たがって複層林の造成維持そのものの技術的失敗と，た

とえ成功してもその労苦に採算が伴わないという結果が

多かったのである。

林業経営のうえで理想の一つとされる複脳林施業を日

本の自然曝境のなかで技術的にどこまで可能とさせられ

るかは極めて関心の深い問題である。自然科学的に可能

となった施業技術もそれが広い普及をみるためには社会

的，経営的な面からの多くのフィルターを経なければな

らないが，ここでの論議の対象は自然科学的側面からの

育林技術であることをことわっておく。

複屈林といっても異種混交のものから同種のものまで

千差万別であり,また目的からすると,育てようとする樹

種を気象害から守るために複層林とし，上木の経済的価

値を問題としないものや，上木の｛IHi値生産を高めつつ~ド

木の生長も期待するものまでいろいろある。さらに作業

法により一時的二段林の先行造林から常時二段林4)'ﾕ0〕，

多段林，択伐林などにわけられ，更新方法として天然下

種，人工植栽などがある。

以上のように複層林にはそれぞれの目的や型，種の組

合せによって取扱いが異なるが，本文では林業的にウエ

ートの商いスギとヒノキについて上木のlilli値生産を高め

つつ，植栽された下木の生長をはかる常時二段林を中心

に一部択伐林に至るまでのところに触れることにする。

林内の光環境

スギとヒノキの複層林を造成維持していくた油にまず

最初に解明せねばならない問題は，林内の光環境と下層

木の生理生態的特性である。そこで光環境の表示方法に

ついて触れておこう'),3)。光とは太陽の全幅射線のう

ち，可視光線と呼ばれる380nm(ナノメーター,1nm

=1/106mm)から760nmの波長域のものをいい，波

長の短いほうから紫，青，黄，燈，赤，逮赤の単光色に

区別されている。光が林冠を通るとき，反射，吸収，透

過の割合が波長域によって異なり，波長域の割合は林木

の形態形成に大きな影響を与える。

光の蹴的な状態を示すものとして照度(1ux)とエネル

ギー趾としての日射量(cal/cm2･min)があり，林分構

造と光の関係では照度が多く使われている。林内照度は

普通2台の照度計を用いて入射光（付近の裸地で測定さ

れることが多い）と林内光を同時に測定して，入射光の

照度に対する林内光の照度のパーセントで示した相対照

度で表わしている。現在のところ複層林の取扱い技術に

関係しては相対照度を用いるのが便利で一般に多く使わ

れているが，光質や日射量からの解析も進められてい



る。

林内照度と下層木の生長

スギの苗木では相対照度が70～80％で平均個体蕊が

鎧も大きくなる。樹高は70%で般大となり,30影までは

裸地における樹高生長とかわらないが，それ以下になる

と樹高生長は目立って低下しはじめる。ヒノキの苗木の

場合は相対照度が60ﾍﾉ70％で樹商は最大となり，15％く

らいまでは裸地における樹高生長とかわらないが，それ

以下になると樹高生長は著しく低下する2》’7)。スギ，ヒ

ノキともに相対照度が10%近くになると梢端の枯れる

木が発生し，5％近くになると枯死木が発生する2)38j・ヒ

ノキでは5％以下になると陰湿害が目立ち，10影以~ドで

もその影響のみられることが指摘されている8》。したが

って，スギ，ヒノキともに生存のための限界平均相対照

度は5％，下層木の正常な生育の限界平均相対照度は10

％を目安としてよい。

なお，スギには品種により耐陰性にかなりの差があ

り，ヒズモスギのように平均相対照度が2～3％に達す

るまでは柚死木のみられない品種もある9)。

林内の平均相対照度が同じ5影でも相対照度の分布の

バラツキが小さく分布の中心が5％付近に集中している

ほうが枯死木の出現率は小さくなる4）。細かい検討をす

る時には相対照度の分布様式や林分椛造の特性などを吟

味せねばならないが，普段一般には平均相対照度で光環

境を比較検討しているのが現状である。

林内の相対照度が減少するにつれて下層木のT/R率

が高くなり，形状比も大きくなる2)'8》’9)。これは根の発

達が悪く，ひょろ長の木となることで風害や雪害に対し

て抵抗力の弱くなることを意味する。特にスギでは平均

相対照度が10％に近づくと主軸より上方の側枝の発達

がよく，頭でっかちの樹形になるものが多く，かつそれ

が偏奇した形をとりやすいため，気象害に対していっそ

う弱い形質を備えることになる。

林内照度と雑草木の生長

上にスギとヒノキの下層木の適度な生長に必要な最低

の林内平均相対照度を求めたが，林内平均相対照度の上

限もいろいろな条件に応じて定める必要がある。その一

つとして林内の雑草木の生長という問題がある。

同じ相対照度でも余価の傾斜度や土壌の性質により植

生の状態に差はあるが，だいたいの目安として相対照度

が5％以下になると下層植生は目立って少なく，1～2

7

スギ，ヒノキの混交

沢伐林(岐阜県今須，

山田源七氏所有林）

120年生ぐらいまで

の個体によって椎成

され，材積は約300

m3/ha,年間材職生

長量,12.5m3/ha,

林床の平均相対照度
は19％である

且

％では皆無に等しくなる。相対照度が10形前後になる

と植生の分布は－様に広がる傾向をみせはじめるが，樹

間，草丈生長はそれほどではない｡相対照度が20％前後

に達すると下層植生はほぼ全面を被い，生長もよくなる

ので中には下刈りの必要な箇所も生じてくる。｡しかし相

対照度が20影ぐらいの環境の淵韓木は生長は比較的緩

慢で，やわらかいものが多く，たとえ下刈りが必要でも

その作業は満度に光を受けた場所のそれよりはるかに容

易である。相対照度が30％前後になると陽性の草木の割

合も高まり，生長繁茂の速度も大きく下刈汐は欠かせな

くなってくる。

複層林施業に期待される利点の一つは下刈り作業を大

きく軽減できることである。その点からすると林内の平

均相対照度の上限は20影から25％ぐらいのところにあ

るように考えられる。ただしそれよりも高い照度になっ

ても,『その持続期間が1，2年ぐらいであれば,間伐や枝

打ちにより林内照度をかなり商めてもよさそうである。

その林内環境の前歴（|肘伐や枝打ち前には林内の相対照

度はかなり低い）から陽性の植物の急激な侵入や繁茂に

は少し時間の余裕があり，また繁茂し始めるころには相

対照度が低下し始めるためである。また枝打ちした場合

は除去した枝葉が地表を穫うために枝打ち後数年間は林

内が明るい割には下層植生が貧弱な状態が保たれる。林

内の相対照度の経年変動については後で検討する。

複層林施業と材質の関係

下屑木の健全度，形質が損なわれない限り，下層木の

生長量の少ないことは林業経営上必ずしもマイナスでは

ない。幹の中心から外に向けて年輪幅が一定の範囲でよ
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はそれほど効果はなく，無節材の生産のためには下のほ

うの枝打ちほど効果的である。しかし下層木の時代には

形状比が高くなりやすいので無理な枝打ちは避けるべき

であり，樹冠の偏奇の燗正をかねた弱度の生枝打ちにと

どめておくほうが安全である。

いずれにしても複層林施業は年輪幅が一定の範囲でよ

）くそろい，無節率の高い良質材の生産に結びつくという

ことは大切な点である。この利点を有効に生かすか否か

が複層林施業を経営的に可能とするかどうかに大きく関

係してこよう。したがって下層木の生長を良くすること

を第一に考えて上層木を伐りすぎるということは特殊な

理由のないかぎり賢明とはいえないだろう。

似
径
生
長
伽

図･1スギの幹の肥大生長のパターン

以上のように下厨木の生命維持と適度な生長，雑草木

との競争，材のllli値生産等の点を検討し総合的に判断す

るとスギ，ヒノキともに最下層の梢端付近の相対照度は

およそ10%から20%あまりの間で維持されることが好

ましいといえよう。

くそろっていることは良質材の条件として重視されてい

る。図｡lは皆伐一斉更新施業(京都府芦生）のもとに生

長した木と択伐林施業（岐阜県今須）のもとに生長した

木のそれぞれ代表的なものをサンプルにした幹の肥大生

長のパターンである。皆伐施業にもとづく木の幹の肥大

生長は幼齢期（小径時代）に非常に大きく年を経るに従

って小さくなっていくが，択伐施業のそれは幼齢期（小

径時代）に小さく，上木が除かれ光環境のよくなった時

期からほぼ直線的にかなり大きな肥大生長を続けてい

る。なお山武林業の複層林から得られたスギの大径木の

肥大生長のパターン‘)も図・1の今須のそれと非常によく

似ている。

複圃林で下層木の幹の肥大生長が抑制される傾向をう

まく生かして施業すれば複層林施業は良質材生産に有利

な条件を与えることになる。ただし一度に急激な光環境

の変化を与えた場合の年輪幅の急激な変化は材質上好ま

しくないので注意せねばならない。したがって材質の点

からは二段林の場合でも上木は徐々に間伐もしくは収襖

していくことが望ましい。

なお皆伐一斉更新施業のもとにおいても幼齢期を密植

で背て，以後たびたび間伐を重ねて木が大きくなるに従

い十分な空間を与えてやれば幹の中心から外にかけて年

輪幅が一定の範囲でよくそろった良質材の生産が可能で

ある。そういう保育のもとに生産された吉野の大径材は

年輪密度が一定でよくしまっているために高く評価され

ている。

複屈林施業において下層への光の配分のため枝打ちを

行なうが，これは無節率の高い良質材生産に結びつくも

のである。ただし高いところの枝打ちは下侭への光の配

分には大きな効果があっても，無節材の効率的な生産に

間伐後の光環境の経年変化

上層木がスギやヒノキの林分で林内の平均相対照度を

10％から20%ぐらいに保とうとすると間伐や枝打ちに

よる林内照度の変化と間伐や枝打ち後の林内照皮の経年

変化の傾1句を把握しておかなければならない｡図.2は間

伐後の林内の平均相対照度の経年変化を示すもので5)，

その’は上木がスギで，その平均樹高が約30mの林分

について，その2は上木がヒノキで，その平均樹高が約

16mの林分についてである。相対照度の低下は上木が

スギのほうがヒノキよりも大きく，また照度の低下は間

伐直後が大きいが，年の経過とともに小さくなってい

る。この図からすれば上木がスギの場合は間伐により相

対照度を40％近くにすると3年目には相対照度が20％

を下回り，5～6年目ぐらいに10%に近づいている。上

木がヒノキの場合には間伐により相対照度を30影にす

れば’2，3年目には20％に近づき，以後しばらく20％

前後を保ち，10筋に近づくのは8年目かそれ以降と推測

される。

図･2の例から判断すると林内の平均相対照度を,0％

から20%に保つためにはスギ林ではかなり頻繁な間伐

が必要のようである。

間伐と林内照度

現場の施業でいつでも照度計を使用できるわけではな
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図・2間伐後の光環境の経年変化

いから，相対照度がおよそ10％とか20%とかを経験的100

に判断できる力を養っておかねばならない。間伐後年が

たつに従って林内照度が低下するがその場合は，スギや棚80

ﾋﾉｷの下圃木の生長状態や健全度により,あるいは雑：“
草木の種類やその優占度を指標にして照度を推定し，次度

の間伐の実施時期を判断することができる。しかし間伐露40
により希望する相対照度に導こうとする場合の間伐強度

20

の判断はむずかしい。

そこで間伐後の収量比数（林分密度管理図に使われるO

ものである樹高階で最多密度曲線上にある幹材職に対す

るその林分の幹材積の割合で，林分のこみ方の指標とな
スギ

る。Ryの記号で表わされる）と林床の平均相対照度の

関係を求め，間伐後の相対照度を収量比数から推定する

方法が試みられている。図･3は間伐後の収量比数と林床

の平均相対照度の関係を示すものである4)。この図は資業

料数が限られているため，測定条件のさまざまなものをの

一緒にして作製されており，ばらつきの大きいことが目的

立つが，それでもRyと相対照度の間には一定の関係がう

認められ，さらに資料を集積していけば実用価値は高く記

なろう。図･3からすると林床相対照度はRyが0.7でス

ギは30％，ヒノキは20%,Ry0.6でスギは40%,ヒノう

キは30%,Ry0.5でスギは50%,ヒノキは40%程度とな

推定される。日本の自然環境において,Ryが0.5以下い

になるといわゆる森林としてのイメージからはずれ，森い

林としての機能も異なってくるので，二段林における上保

木の間伐の上限はRyが0.5まで，したがって林内照度工

の上限はスギ林で50％，ヒノキ林で40％としてよいだの

ろう。

12

総

(安藤ほか，1979）

3 456

過年数（年）

。

近
0

00．20．40．608

Rv

i･林識'卿i雌・上'箒|撫鰯蕊(●斉藤秀樹ほか〈1966）ヘ（●斉藤秀樹ほか(1966)l△前儒営林局(1972)

図・3間伐後の収量比数と相対照度（安藤，1975）

以上で近年明らかにされた研究成果を中心に複層林施

業技術のよりどころとなる問題点を概観した。全体技術

の確立のためにはまだまだ未知のところも多いが，部分

的ではあれ，かなりポイントが押えられてきたといえよ

う。最後に複層林施薬全体に関する問題点をいくつか列

記しよう。

適切な管理の伴わない裡圃林は不健全であり，そのよ

うな林分を造成することはかえって目的に反することに

なる。下層木の形状比は高く，樹冠は不均斉になりやす

いので，幹の曲がりには十分に気をつけなければならな

い。そのためには品諏系統の選択，必要な林内照度の確

保とそのバラツキをできるだけ小さくするための施業の

工夫，また時に応じては下木の樹冠の均斉を整えるため

の枝打ち，枝払いなどが必要である。

スギとヒノキの複圃林を造成，維持，回転していくに
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はかなり集約な施業が必要であり，それを可能とするた

めの1つの条件として良礎材の生産に心掛けることが重

要と考える。複層林における幹の肥大生長のパターンは

良質材の条件に合致しやすいので，その利点を生かし，

諸目的を兼ねつつ無理のない有効な枝打ちを実施し，幹

の曲がりを抑えつつ，できるだけ大径材に仕立てること

が一・般的にいって複層林施業で心掛ける点であろう。

スギとヒノキの複層林施業は労働集約的であると同時

に知的集約度の高い施業である。したがって複層林施薬

を進めていくには経営主体の能力，強い意志と研究心な

どが特に要求される。複層林施業の実施にあたっては自

然，社会的環境，経営能力などを十分に検討し，条件の

そろったところで重点的に基盤を固めていくことが大切

と思われる。複層林の施業の観念的な長所にのみ目を恋

われて安易に複層林施業を試みることは失敗例を重ね

て，複層林施業の一般的評価を下げることに連なるので

十分に注意する必要がある。

複層林施業の現実例が少ないので，複層林施業を実施

する意志のあるものは現在までにわかった知識を生かし

て複層林を造成し，施業を進めながら記録を残していく

ことが望まれる。当面は複層林造成初期の技術に研究の

ウエートがかかっているが，しだいに下層木の保育技術

にも研究の重点を移し，伐出技術等も含めて各々の複層

林の技術体系を確立するところまで進めていくことが必

要である。（ふじもりたかお・林業試験場造林部）
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武井富喜雄

カラマツ

1．はじめに

カラマツは，長野県の郷土樹種として古くから

造林上における主要な位置を占めてきた。特に戦

後は，謎苗が容易で，比較的，高冷乾燥地にも適

し，生長が早く短伐期収穫が期待できたことによ

り，盛んに造林が進められてきた。

しかし，このカラマツも材の利用面からみる

と，スギやヒノキに比べ材の利用上問題点が多

く，このため一般建築用材として用いられる材は

少なく，ほとんどが土木建設用材や杭丸太用材と

して利用されてきた。また，材の欠点の多いこと

は材価を安くし，さらに悪い立地条件あるいは地

利的条件にある林が多くなると，造林後の除間伐

等の保育管理が行きとどかぬ状態を作り出すこと

にもなった。

以上のような状況下で，カラマツ林の保育をど

う進めて行くかが，本県のカラマツ林に課せられ

た重要課題となってきている。

このため現在，県の行政組織および研究機関等

が一体となって保育管理の推進に努力している状

況である｡

2．長野県カラマツ林の実態

本県民有林のカラマツ林面積は約17万haであ

って,全民有林面積の約27％を占め，針葉樹に限

れば，全針葉樹の48％であって，面積からも主

要な位置を占めていることが知られる（表.1参

照)。

このようなカラマツ林について，Ⅳ齢級までの

篭
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篭唖

若齢林の占める割合は，全カラマツ林の約73％

であることから，本県カラマツ林はまた，そのほ

とんどが若齢林で占められていることが知られ

る。

さらに，カラマツ林の置かれた状況をみるため

に，本県の代表的なカラマツ地帯にある南佐久郡

川上村と，東筑摩郡朝日村について，その林のカ

ラマツ林を林小班単位で，地利的条件や立地的条

件を調べ解析した《')。

これによると，地利的条件として林道から500

m以内にあるカラマツ林が両村とも全体の約半数

を占めてはいるが，500～1,000mの範囲の林分

も相当あり，刺日村では1,000m以上の遠い所に

ある林分が2割もあった。また，立地条件からみ

ると，平たん地（傾斜5.以内）にある林分は5％

弱であり，緩斜地（6～20｡）の林分は，川上村で

約40影，朝日村で10％，急傾斜地（20.以上）の

林分は50％以上という高い値となった。

標高についても，川上村では1,300～1,600nl

の範囲に入る林分が股も多く65％を占め，1,600

m以上の林分も含めれば全体の約80％が標高の

高い所にある。朝日村では，1,000～1,300mの純

囲に入る林分が雌も多く約50影を占め,1,000m

以上の林分は約80％であった。

地位と林齢をみると，標高が高く林道から遠く

にある林分は地位も低く，しかも若齢林が多い。

反対に，標高が低く林道に近い所の林分ほど地位

は高く，しかも比較的高齢の林分の割合が多くな

っていた。このような実態結果から，本県のカラ

マツ林の置かれた現況は，相当，悪条件下にある
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表･1長野県民有林の樹種別面積

昭52(単位：千ha)

副
到
一
ス

業
一
》
｜
釦
５

樹

アカマツ

96

15

小
計
一
識
麺

広
葉
樹
一
諏
紹

計

’カラマツ
ー

l74

Z7

ギ
ー
相
８

その他

15

2

而
荊
職
合

642

100
注：長野県民有林の現況 長野県昭53.4．

表・2

奥地低生産力林

の保育指針表’
地位別林齢

平均
樹禰 摘要

一

I

m

6oO
本
本数は自然枯損に

2,100

よる減少が入って
80o

いる
630

注：カラマツ間伐

指針長野県

昭54

18．0

25．0

表･3中距離林の保育指針表

_｜
'[|

地位別林齢

特-''|
1011

1719

2733

4570

65

間
一

胸澗直径
一

cm

9．7

17．2

24．3

伐後

盤鰄i
In3

36

125

210

間伐木

本数｜幹材秋

IHj

胸商直径

c、

8．0

15．1

21．5

30．0

33．5

伐前
摘要

紳材職本数

1，3 本
512,000

1501,150

260820

400450

460410特-1での場合

ｍ
Ｏ
５
０
０
０

均
高
。
．
．
・
・

平
樹
８
昭
如
”
釦

本数｜
本

1,150

820

450

本
０
０
５
３
８
３

８

，
５
５
０

１
２
５

13

23

43 370

注：カラマツ間伐指針長野県昭54

造林地が多いこと，しかもその多くが若齢林で占

められていることが知られるであろう。

前記実態解析結果から，本県のカラマツ林を次

の3グループに分けてみた。すなわち，林道周辺

林，奥地低生産力林および中距離林である。ここ

では，これらグループに対応させた保育を考える

形で述べてみたい。

したがって，このような奥地林では，土木用材

や原料材を目標とした保育が考えられ，その保育

もできるだけ疎放とすることを検討すべきで，林

分の本数調節はできるだけ幼齢のうちに除伐段階

で実行すべきであろう。この場合の除伐対象木は

もちろん形質が悪いものが対象となる。このよう

な奥地林の代表的な保育指針は表.2のとおりで

ある。

また，中距離林でも奥地林よりは地利的条件が

良いとしても，立地条件からみれば奥地林とあま

り変わりがない。しかし，比較的林道に近い林分

や生産力の高い林分もみられるので，ここでは，

保育作業も容易となり，間伐材の搬出利用もでき

る所もあろう。したがって，ここでは，奥地林と

ほぼ同じような中径材の生産や，中径材でも比較

的大きめな材の生産を最終目標とする保育が考え

られる。大きめな材からは，心去角が採材可能で

あり材は建築用として利用したい。

保育方法としては，’回目の本数調節では除伐

と合わせて「すて伐り」してもよいし，間伐材と

して利用する場合は，杭丸太やリンゴ園の支柱材

（末口径4～6cm)としての利用もよいであろ

う。この時の林木の大きさは，平均樹高8m,平

3．若齢林分の保育につし､て

このようなカラマツ林の実態に対して，どれだ

け保育技術面での対応が可能か，といった点にな

ると問題も多いが，本県での「カラマツ間伐指

針」による対応を，できるだけ若齢林の保育に焦

点を絞って述べてみたい。

1）中径材生産の保育

前述の奥地低生産力林は，標高も高く，しかも

急傾斜地にあり，生産力も低い。このような悪条

件下にある林分では，間伐材の積極的な利用を考

えた保育管理は，ほとんど考えられない。また，

生長環境の悪さは良質な材の生産も望めない。

加納ら〈3)は，急傾斜地林で生産された材の材質

は，平たん地のものより材面割れや，ねじれなど

材の欠点が大きく現われることを報告している。

9

９
０
２
５

11

36

80

13

52

16

95

c、

7．0

、18

13

Ⅱ'1Ⅱ|Ⅳ 胸商直径幹材識｜本数 胸高直径 聯材較 |本数
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表･4林道周辺林の保育指針表

間伐

本数｜幹材積｜
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1，0005
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８
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》
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５
５
０
３

１
１
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４
８

０
８
０
３
５

１
１
３
６
０１

“
”
”
叩
卵

８
０
６
４
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注：カラマツ間伐指針長野県昭54

カ
ラ
マ
ッ
ニ
方
無
節
の
場
合
の
枝
打
ち
す
べ
き
幹
の

直
径
（
ｙ
）

産の代表的な保育指針は，表･4に示した。

4．枝打ちについて

カラマツは成育が進んでうっ閉すれば，ド枝が

枯死し自然落枝するので，枝打ちは必要ないもの

と考えられてきたし，材の利川の閲で杭丸太や髄

柱，土木用材に主として用いられてきたため，節

の有無はあまり問題にされずに今口まできてしま

った。しかし，最近になって，カラマツ材を良質

な建築材として積極的に利用していこうとする考

え方が高まるにつれ，枝打ちを検討する必要が生

じてきている。このようなわけで具体的な盗料は

持ち合わせていないが，今後の方向などについて

考察してみたい。

まず第1に，スギやヒノキでは一般に，四方無

節の心持正角材生産の枝打ちであるが，カラマツ

ではこのような角材生産は考えられないだろう。

というのは，カラマツの心持角は材而割れがひど

く“)，無節材を苦心して作っても意味がないから

である。

次に考えられることは，心去正角の四方無節材

および二方無節材生産である。図にみられるよう

に四方無節材の生産には，丸太の中心部から無節

であることが必要で，このことは，スギやヒノキ

の四方無節心持正角材生産より枝打ちの手間がか

かることとなって，よほど材価が高いとか，相当

の利点がなければ，この方法を採用することは困

難である。

二方無節心去正角材の生産についてみると，図

に示すように角材の外面の二面が撫節で内面に節

がみられる状態である。この場合は，ある程度，

樹冠下部の枝が枯れ上がった状態から枝打ちを始

均胸高直径8cmぐらいであろう。2回目,3回目

の本数管理は，土木用材（バタ角，足場板など）

や心持角（建築用の土台，桁，母屋など）の生産

をねらった間伐を実施する。ここでの代表的な指

針は表・3に示した。

2）大径材生産の保育

林道周辺林は，林道に近いというだけでなく，

標高も低く，傾斜もゆるやかであり，生育環境に

も恵まれた好条件下にある林である。

この林では，労働力や資金などが用意されてい

れば，いろいろな材の生産が可能であるが，ここ

では大径材生産に主点を瞳きたい。ここで考える

大径材とは，三番玉(地上11m高)の末口で10.5

crn心去角材力§4本採材できる大きさを想定し，

皮付胸高直径で約46cmぐらいの大きさを考えて

いる。

大径材の保育で問題となるのは材の「腐心病」

である。これはカラマツの支根先端から発病し，

しだいに幹に上昇して心材部を腐朽させるもの

で，一般に土壌の水はけの不良な場所に発生しや

すいといわれている(3)。したがって，このような

所での大径材生産はさけねばならない。大径材生
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めても目的とする材を生産することができる。

この材の生産が枝打ちを考えた場合の最も可能

性のあるものではないだろうか。

スギやヒノキでみられるように，少なくともそ

れまでに枝打ちを完了しなければならない幹の直

径(y)を求めると，

y=罪－2I罪は約22cm,

／は巻き込みまでの長さ，約1cm

・樹幹直径は約2Qcm(無皮）となる。しかし，

この直径を持つようなカラマツとなると，枝の太

いものもあるので，そこから生産される角材の強

度や材而における品質の低下も予想される。した

がって，できるだけ節径の小さな時期からの枝打

ちを進めることが必要となる。

また，枝打ちの最終高さについてみると，作業

工程からみて8mが限腱(5)ではないだろうか。枝

打ち対象木についてもカラマツ林内金立木を対象

とするのでなく，あらかじめ主伐予定木を選定し

ておき，この木を対象とすることも考えられる。

なお，ヨーロッパでは，カラマツに対する枝打

ちが行なわれているというが，これは材をスライ

スして合板を作るためにあるという。わが国でも

近い将来，カラマツ大径材から良質な合板を作る

ことにでもなれば，さらに積極的な枝打ちを考え

ねばならないだろう。

5．おわりに

以上，長野県のカラマツ林の実態とそれに対応

した保育について，概括的に述べてきた。保育の

項では代表的な保育指針を示したが，すべての林

分がこの指針どおりに実行される必要もないし，

適合させようとしても困難な場合が多いだろう。

しかし，基本的には，この考え方に沿って保育作

業を進めていただければよいものと考えている。

枝打ちについては，現在のところカラマツの枯

死枝は間伐時の伐倒木によって，相当枝が落ちる

のであまり神経質にならなくてもよいのでは，と

いった意見もあるが，このような意見も含めてさ

らに効果的な検討がなされることを期待したい。

カラマツの保育については，若齢林分の保育も含

めて，今後も検討すべき課題が山職しているよう

だ。（たけいふきお・長野県林業指導所）
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有用広 さし木による増殖
●その意義と技術的要点●

まえがき

広葉樹は針葉樹にくらべてその種類がはなはだ

多く，また樹木の性質，形状も多様で，いろいろ

な利用の仕方がある。広葉樹を用途別に分類する

と，用材樹種薪炭用樹種，特用樹種，砂防樹種，

環境緑化樹種などに分類できる。

用材樹種は種類が多いが，この中でブナ，ナ

ラ，カシ，シイなどブナ科樹種の蓄積がわが国の

広葉樹全体の約1/3を占めている。近年拡大造林

の結果，広葉樹の大径材が不足し，有用広葉樹の

枯渇を心配する声も強い。ブナ，ミズナラ，ケヤ

キ，トチなどの大径優良材は賞重なものになり，

高値を呼んでいる。パルプ材は輸入チップの急速

な増加と価格の下落により，国内での生産は最近

停滞している。薪炭材は近年燃料革命によって需

要が急激に低下した。特用樹では，食料となるク

リ，クルミ，家具工芸材のキリ，シイタケ原木の

クヌギ，コナラ，花木類，薬料などが重要な樹種

であるが，特に近年シイタケ原木の不足が深刻な

社会問題になっている。砂防樹種は今後とも砂防

造林に用いられるであろうし，環境緑化用樹種は

都市や工場地帯の緑化に必要で，国民の生活環境

改善のため都市林造成の必要性はますます強まる

ものと思われる。

このように広葉樹の利用価値はいろいろで，有

用広葉樹といってもその範囲を決めることは容易

でない。その時代の社会の要請の度合いによって

その重要性と価値が相対的に変わってくる。わが

国の林業は針葉樹中心に進められてきたが，木材

I

橋 詰隼人

生産ばかりでなく公益的機能の面から広葉樹を再

評価し，その有効利用についてもっと研究する必

要があると思う。現時点で林業サイドからみる

と，日本列島に広く分布しているブナ，家具工

芸，内装材として有用なミズナラ・ケヤキ・トチ

ノキ，シイタケ原木として重要なクヌギ・コナラ

などが有用広葉樹といえそうである。

さし木増殖の意義

さし木は植物体の一部，すなわち葉，枝，根な

どを親植物から切り離してさし床にさし木し，不

定根あるいは不定芽を発生させ，独立した1個体

を人為的に養成する方法で，無性繁殖の一種であ

る。普通，林木では，枝を切り取ってさし木する

方法，すなわち枝ざしが多く行なわれている。

さし木の利点は，①母樹と同一の遺伝子を持

った個体が得られる，②技術的に簡便で，一時

に多数の苗が得られる，③実生苗にくらべて生

育，開花，結実が早い，④樹種によっては育苗

経費が安くつくなどである。また，さし木の欠点

としては，①植物の中にはさし木の困難なもの

がある，②実生，つぎ木苗にくらべて浅根性の

性質があり，寿命の短いものがあるなどがあげら

れる。

広葉樹の育種を行なう場合には，第1段階とし

て目的の形質を備えた優良木，優良林分あるいは

特殊形質木を選抜して，これをさし木あるいは実

生で増殖する。実生で増殖する場合，林木は普通

雑種性であるから子供の形質が分離し，親木と違

った性質の個体が出る恐れがある。ところが，さ

し木は親木の一部を増殖するのだから，子供は親
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と同じ遺伝子を持っており，環境が同じであれば

親と同じ形質を発現するはずである。それで，花

木など園芸植物では古くから品種の固定のために

無性繁殖の方法が用いられてきた。林木でも，精

英樹や改良品種の増殖にさし木が用いられてい

る。

次にさし木は，一時に多数の苗が得られ，また

やり方によっては育苗経畿を節約することができ
る。育苗経費の節減は，今日人件費が著しく高騰

しており重要な問題である。広葉樹の結実開始年

齢は，カバノキ類,ハンノキ類,コナラなどのよう

に発芽後10年以内に結実を始めるものもあるが，

ブナのように40～50年以上たたなければ結実し

ないものもある。また，結実の周期は樹種によっ

て異なり，毎年結実するもの（ポプラ類)，1年お

きに結実するもの（カパノキ類),2～3年おきに

結実するもの(ケヤキ，クヌギ)，さらに6～7年

の周期で結実するもの（ブナ）まである。結実年

齢の高いもの，結実周期の長いものは種子による

繁殖は容易でなく，さし木ができれば早く大量に

苗木をつくることができる。さらに樹種によって

は，さし木によって育苗期間が短縮でき，またさ

し木の容易な樹種では直ざし造林も可能であるの

で，育苗費を節約することができる。ヒノキの実

生苗は普通2回床替3年生で山出しするが，鳥取

県の智頭町森林組合ではさし木で養苗し，1年生

または無床替2年生で山出ししている。

樹種と発根の難易

さし木をしようとする場合には，まず目的植物

の発根の難易を知る必要がある。過去の経験や多

くの実験成績から，ほとんどの樹種について発根

の難易が明らかにされている。発根の難易は，同

じ樹種でも親木の年齢，さし木11割りl,さし木方法

などによって違ってくる。発根I劉難な樹種でも，

若い実生苗から穂木を取ってさし木すると，ほと

んどのものがよい発根を示す。発根の難易は，そ

の樹種がそのとき持っている内的要因によって左

右される。したがって，さし木にあたっては，

種々の発根促進剤を処理する以前に，内的要因に

関してより有利なさし秘を準伽することが望まし

い。

斉藤氏の樹木の科別さし木の発根能力の分類に

よると，広葉樹では発根容易種を含む科はヤナギ

科（ドロノキ，ヤナギ)，クワ科（ヤマグワ，コウ

ゾ)，ユキノシタ科（ウツギ，ノリウツギ)，シモ

ツケ科（シモッケ)，バラ科（ヤマブキ)，サクラ

科（サクラ)，グミ科（ナツグミ），ジンチョウゲ

科（ジンチョウゲ，ミツマタ)，ウコギ科（ヤツデ，

ハリギリ），ミズキ科（ミズキ，アオキ)，モクセ

イ科（トネリコ)，スイカズラ科（ニワトコ）など

である。

発根不可能種を含む科はヤマモモ科（ヤマモ

モ)，クルミ科（クルミ），カバノキ科（クマシデ，

シラカンバ，ヤシャブシ)，ブナ科（ブナ，クリ，

カシ)，ニレ科（ハルニレ，エノキ，ケヤキ)，モ

クレン科（ホオノキ，ユリノキ，シキミ）などで

ある。このほかにカエデ科（カエデ類)，カキノキ

科（カキノキ)，テンニン科（ユーカリ類）などは

発根困難である。しかし，ホルモン剤処理，ミス

ト繁殖などさし木技術の発達した現在ではヤマモ

モ，ブナ，クヌギ，シキミ，モクセイなど従来さ

し木困難とされていたものがかなり活着するよう

になった。

発根困難な樹種のさし木

発根の容易な樹種のさし木については特に問題

はないと思うので，ここでは発根の困難なブナ科

の樹種のさし木の実際について述べてみる。ブナ

やクヌギのさし木は従来不可能とされていたが，

採穂親木およびさし穂の選択，さし木時期，発根

促進処理，さし木後の管理の4点に留意すればさ

し木は不可能ではない。

1．親木の選択とさし穂の調整

さし木の発根は採穂親木が若いほどよい。ブナ

では親木が3年生までであればホルモン処理をす

れば100％発根するが，4，5年生になるとかなり

発根率が低下する。しかし，壮老齢木でも個体に

よってはさし木が不可能ではない。胸高直径8

Cnll推定樹齢30年のもので35%,胸高直径93

Cnly推定樹齢230年のもので7%発根した例が

ある。クヌギのさし木も1，2年生の若木から穂
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写真･14年生ブナの普通枝(A)と萌芽枝(B)のさし木の発
根(いずれもIBA処理),および3年生クヌギの萌芽
枝のさし木の発根(c:無処理"D:IBA処理）

木を取るとよく活着するが，親木が5年生以上に

なると発根率が著しく低下する。ブナやクヌギの

さし木は，休眠枝（1年生枝）よりも発育中の緑

枝（当年生枝）のほうが発根率が高く，また普通

枝よりも萌芽枝のほうが発根がよい。若い実生苗

を台木に仕立てて不定芽を発生させ，発育中の萌

芽枝をさし木すると好成績が得られる（図。1，写

真･1)。

さし穂の調整は，採穂台木から当年生枝を取

り，長さ15cInぐらいに切断し，上方に葉を数枚

残し，穂作りする。採穂時期は当年伸長枝の硬化

の度合いをみて決める。ブナでは5月下旬以降，

クヌギでは6月に入って新条が硬化すると採穂可

能になる。さし木は5月下旬から9月下旬まで可

l卿tIUDID8p､1(0罰lll0I．11111泌罪"'l

写真･2ブナのさし木に対するIBAの効果

能であるが，真夏の高温の時期は避けるほうがよ

い。

2．発根促進処理

発根促進剤として,インドール酪酸(IBA,市

販品はIBA-S,オキシベロンなど)が最も効果

が大きい（写真･2)｡IBAの1%粉剤をさし穂

の切口付近にまぶしてさし木するか,100ppm水

溶液に8～20時間さし穂の基部を浸潰処理して

からさし木する。硝酸銀0.1％水溶液に24時間前

処理して，さらにIBA処理を行なうとさし木の

発根がいっそう促進されたという報告があるが，

硝酸銀処理の効果は認められない場合もある。

3．さし床とさし木後の管理

さし木用土には鹿沼土，赤土，パーミキュライ
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写真･3クヌギの3年生採穂台木

トなどが用いられている。これらの用土を入れた

育苗箱にさし木するか，あるいはガラス室内のさ

し床に直接さし木する。また，さし穂の基部を粘

土や赤土で丸く包み，団子ざしも行なわれてい

る。さし付け後自動潅水装置を利用して噴霧潅水

をする。潅水は晴天のとき，日中15～20分おき

に10秒程度行なう。自動潅水装置のないときは

密閉ざし方式を採用する。露地に床ざしするか，

育苗箱に箱ざしして，さし床の上にポリエチレン

あるいはビニールフィルムを|､ンネル式に張って

密閉し，さし床内の湿度を高め，さし穂の蒸散を

おさえて活着を促す。直射日光が当たるとトンネ

ル内が高温になるので，フィルムの上にさらに寒

冷しやまたはヨシズを張り，遮光する。潅水はさ

し木時に十分行なえば，異常に乾燥する場合を除

き潅水しなくてもよい。ブナ，クヌギはさし付け

後20日ぐらいで発根を始める。

採穂園の造成

ブナ，クヌギなど発根困難な樹種は樹齢が高く

なるに従って発根能力が急激に低下する。樹木は

一般に年齢の増加に伴って再生力が低下するが，

植物の年の取り方には時間齢と生理齢とがあり，

1本の木の中で生理齢の進行は部分によって異な

ることが知られている。たとえば，スギの老木の

梢頭部の枝は老化が進み，発根能力が著しく低下

しているが，根元近くから出た萌芽枝は老木でも

発根能力が高い。すなわち,1本の木の中で先端

部よりも地際部のほうが生理齢の取り方が遅く，

生理的に若い状態に保たれている場合が多い。こ

の原理を応用したのが低台の採穂台木である。ブ

ナやクヌギのような発根困難な樹種でも，低台の

採穂台木をつくり萌芽枝を発生させてさし木に

用いるとかなりよく発根する。採穂台木のつくり

方は目~ド試験中ではっきりしたことはいえない
●●

が，苗間15～20cm,列間40～50cmの間隔でタネ

をまくか，または若い実生苗を移植し,4月に地

上15cmぐらいのところで台切りして不定芽を発

生させる（写真･3)。1本当たり採穂獄は2年生

で1～3本，4年生で3～7本，5年生で5～10

本ぐらいである。当年伸長枝を穂木に用いるの

で，台木が弱らないように年数回施肥をする。

あとがき

結実年齢が高く，かつ結実周期の長い樹種や選

抜した優良木をさし木で増殖できれば大変都合が

よい。ブナ科の壮老齢木のさし木は困難である

が，親木が若ければさし木が可能である。優良木

の家系を増殖する一つの手段として，実生苗で低

台の採穂台木を仕立てて萌芽枝を発生させ，これ

をさし木する方法を思いついたが，試験を始めて

まだ年数が浅く，実用的に利用できるかどうか何

ともいえない。今後さらに研究して，実用化を目

指したいと考えている。

（はしづめはやと．鳥取大学股学部）

〔肘正〕本誌447号20頁「ジグザグエンドレス作業技術の空白

部再開発｣(中村英碩氏)の文中に次の娯りがありました｡中村氏

ならびに読者の皆様にお鰭ぴして町正致します。
●

20頁右段18行目捻転勤作を変える→捻艤動作を与える
●●

27～28行目締りがち→締り勝手
●●

28行目ゆるみがち→ゆるみ勝手
●●

29行目締りがち→締り勝手
●

21頁左段10行目ひねって→よ(撚)って
●●●●●●●●●

12～13行目滑車に掛け→滑車(ガイドブロック)に掛け
●

13行目張力を変えて→張力を与えて
●

18行目側圧を変え→側圧を与え
●

21行目櫛底へ転がり→榔底へ滑り

21頁右段2行目捻娠力はその滑車数に比例して大→捻転力は
●●●●

それだけ大
●

22頁左段10行目多荷運送→多荷遮送
●

19～20行目巻きつけによる→巻きつきによる
●

23頁左段23行目フィルムをひねった→フィルムをよ(撚)った
●

右段6～7行目安全率を変える→安全率を与える
●

37行目回数について安全率→回数についての安全率
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スギ材のシミ発生の基因と防止

はじめに

スギ材にみられる黒変現象は黒心，芯グサレに

伴うシミ，幹の表面の傷から生じるシミに大別さ

れる。しかしこの3者はともにかかわりあいがあ

って，シミが黒心と連なっている場合もある。

黒心は幹の下部から上部に向かって，ほぼ年輪

に沿って円く黒変しているが，幹の傷からのシミ

はその部分から発生する。しかし黒心と連なって

不整形に黒変することもある。この不整形のシミ

はボタン材ともいわれている。

スギの黒心は用材として価値が低く，またシミ

材も丸太生産の場合は外部形態に重きをおくので

問題となることは少ないが，しかし一般建築用と

しての良質材を取り扱ううえには外観的価値が低

下する。

黒心については藤岡，高橋らの詳細な研究があ

るが')，シミもこれと同じ性状があるかもしれな

いが，ここでは別個のものとして取り扱い，シミ

に限定して述べる。

シミは幹の表面の傷から入る

我々は1968年より東京大学,千葉演習林内の地

スギ（実生)，主として九州産の既成クローン，

演習林で養成したクローン，サンブスギ，ボカス

ギ，その他のスギを対象にシミの発生状況を調査

した。特にサンブスギは赤心系であるので，シミ

の調査には好都合であり，サンブスギを重点にお

いて調べた。

サンブスギは29カ所の造林地（6年生から40

年生まで）から1カ所で10本から30本ずつを伐

倒し，合わせて435本を詳細に調査した。その他

のスギ，および交配種などを合わせると，調査本

右田一雄

数は1,500本以_ことなった。

以上の調査結果からシミの発生は次の原因によ

るものと推察される。

（1）人為による傷からのシミ

①下刈りの際の不注意による鎌傷から生じたシ

ミ

②枯枝，生枝打跡から生じたシミ

③台切りなどした切口面から生じたシミ

④捨土害による幹の傷から生じたシミー捨土

は幹に長く深く慨がつきやすく，したがってそれ

だけシミの発生も大きくなる。

（2）人為以外の傷からのシミ

①虫の食痕から生じたシミースギカミキリ，

ヒノキノカワムグリガの食痕より生じたシミ。生

枝の埜部にみられるヒノキノカワムグリガは，ア

ヤスギ，アカスギ，アオバ，クマスギ，ウラセバ

ル，サンブスギ，ナンゴウスギ，ホンスギ，ヤブ

クグリ，地スギ（実生）の，すべてのスギに入り

込むことが認められた。

表･1にムシ数の一例を示し,また表･2に被害状

況を示す。幼虫自体は小さいが，シミの発生源に

なりやすい。

②枯枝跡から生じたシミ（枝枯病などによる枯

枝からも生ずる）－スギ3年生苗木でも，サン

ブスギなどはすでにシミがみられるが，これらは

原因が不明で，これが大径木になってからの原因

不明のシミに進展するのかもしれない。

枯枝から生じたシミの発生状況を表・3に示す。

各クローンとも枯枝数はほぼ同数であるのに，シ

ミの発生に違いがあるのは，クローン特性による

ものと思われる。
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表。11本当たりの高さ別の虫数（年齢11年生） (単位：匹）

蕊焉讓員 ヤニ木粉
と虫

虫
合
数
計ヤニのみ｜水粉のみヤニと木粉虫のみ｜虫とヤニ｜虫と木粉
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表･2虫痕より生じたシミ (4年生）

③
堂0－

ギス
０
０

カポクローンサンブスギサンブ系実生ナンゴウスギ｜

シミの発生率70.0%|80．045．0

シミの長さ3.5±2.5cml2.7±1．91．8±0.8

15-

表･3枯枝跡から生じたシミ（4年生）
1O

’ ぷ
千

ス
０
９

勃
輯
郵
起

ン
７
８

ナ
１

生実
６
２

漂
鐸
和
塵

ン
９
４

サ
１
１

ギ
味
％
雌、

ス
５
０
。

”
畦
弱
垂２

サ
”
４

クローン ポカスギ

枯枝本数

シミの発生率

シミの長さ

S２
１

。

■

５
０
３

土
ａ
士

１
２
４

●

●

空
６

０
ｍ・ｃ

③芯グサレに伴って生ずるシミ－さし木の芯

グサレは地下部の切口から心材に軟腐朽を起こ

し2)，これが進展して地上部に及び，シミが発生

するようになる。

④溝腐病などによって生ずるシミーサンブス

ギの非赤枯性溝腐病にも同様にシミがみられ，一

般には大型シミに進展し，大きいシミは黒心と同

様な症状を示すようになる。

⑤東霜害や，雪折れで傷を受けて生ずるシミ

ー雪折れの傷が大きいほど，シミも大きい。折

れ口は全面に黒変し，それが一定の深さに達する

と，後は心材のみ変色するようになり，横断面に

は不整形のシミがみられる。

以上のように幹の表面に生じた傷から黒変する

ことが認められたので，人為的にも傷を与えて心

材を形成するようにすれば，シミが生ずることを

たしかめられた3》・

シミの発生状況

NO.
3

写真。lシミの形状（扇状型と呼称）

シミはいろいろな形状を示すが3)，写真･1に示

すような扇状型が多い。シミは必ずしも黒心のよ

うに連なるとは限らない｡写真･2に示すように傷

のある部分に生ずる。しかしシミの発生が著しい

と写真･3に示すように黒心と同様な症状を示す

こともある。

またクローンによっては，傷の付近のごく一部

のみが黒変し，いわゆる扇状型に進展しないもの

もある。また写真･4に示すように枝打跡に生成さ

れた材の部分には，シミが進展しない場合と，ま

たこれが，黒心のようにシミが進展する場合もあ

るので，詳しく調査する必要がある。

一般に木材の変色・汚染現象は抽出成分に基

因することが多く4〕，心材にはアルカリによって

顕著な呈色反応を示す特殊成分が存在し，この物
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写真･2試験木9号の各位置のシミの発生状況 写真･3 黒心と同様な症状写真･4枝打跡にみられるシミ

する場合もあり，また伐採後にもいくぶん黒変す

るなどの場合もあるといわれているが，シミの場

合も退色する傾向はみられるが,写真･5にみられ

るように，伐採後に新しくシミが発生した例はみ

られなかった。

またシミは幹の傷，および立地の違いによって

発生するとしても，本来品種，すなわち遺伝的性

質によって，これが扇状型のように不整形の大型

シミに進展しやすいものと，傷付近のシミにとど

まりやすいものとに分かれるものと考えられる。

シミの発生防除

（1）管理上から発生しやすい基因をつくらない

シミの発生の基因となる幹の表面に傷をつくら

ないことが，防除の主体となる。枝打ちの際に幹

に大きく傷をつけることや，太い枝の切口もシミ

を大きくするので，枝打ちの方法や，枝打ちを始

める時期の検討が必要である。

（2）発生しやすい環境に植栽しない

土壌水分の多い林地ではシミの発生が多くな

り，またシミも長くなることが認められた（表。

3)。しかしこの場合のシミは円状形で，これがさ

し木の切口より変色して連なっていたことから，

芯グサレに伴うシミとも考えられるが，いずれに

しても立地条件によってシミの発生に遮いがみら

れるので，立地の選定も重要である。

（3）感受性の低いスギを利用

宮
…

I

R 8

１
２
織
錘

1
8

蓬｡－

WS-

② 31

I

C、

AはBより切りはなされて放置されていた材鑑

したがってAは枯死材Bは生材

1号木,Aは伐採後シミが発生していない
2号木,Aは伐採後シミが発生していない

3号太，伐採前にシミがすでに発生していたもの

4号木，伐採前にシミがすでに発生していたもの

写典・5伐採後のシミの発生

質が立地，あるいは傷のために材中の蛋白質の分

解で生成したアンモニアによって呈色し，心材黒

変を誘致するものと推定されているﾕ)。しかしそ

の特殊成分に相当するものは見いだされていな

い‘)。シミの場合も，黒心と同様な成分によるも

のと考えられるが，この点については，さらに検

討する必要がある。

伐採当時みられた黒心も，その後いくぶん退色
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表･4土壊水分とシミの長さ（8年生） 10年後に調査した結果では，いずれも効果はみら

れなかった。またこのほかの薬剤で効果があった

としても，事業的には困難であるので，(1)，（2)は

当面の問題で，（3)は今後の問題として取り組む必

要がある。

あとがき

自然落枝，および枝打作業の続くかぎり，シミ

の発生は完全に防ぎようがない。しかし上記の方

法で軽減されよう。さらに林分の取扱いからみた

防止策や，シミの進展と栄養との問題についても

検討を進めているので，これらについては別に報

告したい。

また傷一黒変一腐朽といったことに心配は

ないのかどうかの点や，枝打跡でもシミが発生し

ていないこともあって，これらに対する未解決の

問題が多く残されているので，多くの方々のご指

導をお願いしたい。

本調査にあたり，ご指導いただいた東京大学名

誉教授渡辺資仲先生，交配種の育成，調査にご助

力いただいた千葉演習林の石原猛教官に厚くお

礼を申しあげる。

（みぎたかずお・東京挫業大学・造林学）
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表･5交配種のシミの長さ(8年生）
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４
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●

ミ
皿
８
３
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サンブスギ

サンプ×クモトオシ

サンブ×東大干演9号

表･4のように立地条件によってシミ発生に違

いがみられると同時にクローンによっても，シミ

の進展が異なるから品種の問題は重要になる。多

くのクローンについてシミの発生状況を調べ，そ

れぞれ交配を行ない，現在その交配種も植栽後す

でに10年を経過しており，それに人為的に幹に

傷をつけ，その進展の大きさや，速度も調査中で

ある。

交配種によって，シミの発生を軽減させる一例

を挙げると，表･5に示すように母樹のサンブスギ

よりもその交配種は感受性が低いことが認められ

た。したがって，たびたび述べてきたようにシミ

に対しては品種の選択は重要である。

（4）塗布剤によってシミの発生は防げるか

我々は1968年に生枝打跡にクレゾール，大豆

油，白ペンキ，ヒザロシンオイルを塗布し,3年，
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日本林業技術協会
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森林調査簿の継続性について

1．はじめに

森林簿あるいは森林調査簿は森林の現況を明ら

かにする最も基本的で，しかも制度化された資料

であり，わが国の森林調査の歴史と技術水準の成

果といえる。これは資源計画，施業計画あるいは

地域行政の立案上の基礎資料として日常的に用い

られており，研究上の資料としても参照されてい

る。それだけに時折，次のような不便を感じる。

すなわち，森林簿を見ると個々の林分の現況はよ

く知ることができるが，その過去の状況はわから

ない。過去の簿冊が完全に保存されていたとして

も，現在の林分の昔の様子を正しく知ることは不

可能に近い。このことは調査の精度とか記載上の

不備などの理由ではなく，現行の森林簿の制度上

に含まれる椛造的な欠点であると思われるので，

この森林簿の記録の継続性について若干の検討を

試みた。その結果を要約してみる。

2．小班の2つの目的

森林簿は小班を記録の単位としている。森林区

画の最小単位である小班は大きく分けて2つの目

的を持つといえるo1つは森林を林況に応じて区

分し，事業実行の便に供する施業のための区画で

あり，もう1つは森林簿等の記録の単位としての

区画である。このように小班が施業の単位として

の区画と，記録の単位としての区画という2つの

目的を同時に持つことは，一見，当然のことのよ

うに思える。しかし，森林の遷移はゆっくりと長

期間にわたり，その中で伐採・更新が，そして幾

木平勇吉･伊藤達夫

種類かの施業が何回も繰り返されることを考える

と，この2つの目的の両立が非常に困難であるこ

とがわかる。なぜなら，施業の利便のために区画

された小班は，林況の変化に応じて，その形・大

きさが変化する可変的な区画だからである。

可変的な区画である小班を記録の単位とするこ

とは，森林簿の記録の継続性の面で大きな欠点と

なって現われてくる。

3．小班の可変性

小班の可変性とはどのようなものか。その実態

を調べることは，森林簿の記録の継続性という問

題を考えるうえで重要である。

小班は森林の現況に合わせて区画されるので，

その区画の埜準，すなわち，ある林分と隣接する

他の林分とが区画された要因を調べてみた。表。

1に示されるとおり，樹種あるいは林齢による区

分が70～80％を占めている。

これは小班の区画が施業の実施と非常に密接に

結びついていることを示している。したがって，

施業上の取扱いが変われば，当然小班の区画は変

化するし，またその数も増大する傾向にある。手

良沢山国有林では過去10年間で，5年ごとに平

均12％ずつ小班数が増加した（表・2参照)｡この

数字は全国の国有林にもおよそ当ては薑る。手良

沢山では現在の小班数53のうち約40％の小班が，

過去10年間に形・大きさが変化している。

これらの数値から小斑の変化の激しさは理解で

きる。そして，このような傾向は今後も続くこと

が予想される。小斑数増加の主要因は，天然林
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表･1小班区分の要因 表･3小班の分裂の原因

蕊巽
黒河内

手良沢山

原 因

天然林伐採跡地への分割造林

樹種による再区分

混交歩合による再区分

部分的な伐採

試験地の設定

’
零
１
１
１
２

数件種
分
地
区

調査小
班数

樹種｜林齢

叩M
16.8%|38.7%|35.3%6.7%|2.5

12．072．016．000

’
調査方法：基本図を利用して隣接する小班を組み合わせ，森林簿か
らその区分の要因を推定した

調査対象：伊那事業区201～209,232,233,242～255林班(黒河内）
301～312林班(手良沢山）

昭和48年3月末日現在

注：昭和43～53年の10年間，手良沢山国有林

である。森林簿には現在の小班名と合わせて旧小

班名が記載されているが，小班の区画が変化して

いる場合にはそれだけでは現在と過去の小班の同

一性を確定することはできない。この場合，その

林分の歴史を追跡するには，新旧の基本図を重ね

て小班の位置と形を照合して旧小班名を確定した

後，旧森林簿の内容を対照するといった複雑な作

業を通じてのみ可能となる（図を参照)。

これは地図紙面を利用した森林の位置情報の表

現の限界を示すものである。これに加えて森林簿

は保存されるが，基本図は5年ごとに修正され

て，旧基本図は全く保存されないという片手落ち

な制度になっているので，小班の位置情報が消滅

して林分の沿革の追跡は不可能に近い状態になっ

ている。

表･2小班の変動の事例（手良沢山国有林）

伐採跡地を植栽樹種により分割することにある

（表・3参照)。

大面積皆伐による単純一斉林の構成が批判さ

れ，また森林の多面的な機能を重視した新たな施

業として伐区の分散が行なわれている今日，小班

の区画はいっそう複雑になることが予想される。

施業の集約化によっても，このような動きが強ま

ると考えられる。

以上のように小班の可変性は施業を実施するう

えでは好都合であったとしても，長期にわたって

森林の歴史を記録するための単位としては不安定

で，混乱は必然的に生じるのである。

5．森林簿の継続性の必要性

これまで述べたように，現在の制度で森林簿を

利用して系統的に林分の過去についての情報を追

跡することは非常に困難である。それにもかかわ

らず，森林簿の記録の継続性はあまり問題にされ

ていない。元来，現場調査員のメモ帳が整理され

たものが森林簿であり，極めて現地指向の強いも

のであり，必ずしも体系だったファイルとして設

計されたものでないから，基本台帳としての継続

性を求めることは酷かもしれない。しかし，現在

の森林は過去の施業の所産である。

わが国のように多様な立地条件の森林では，林

分の歴史を明らかにしておくことは今後より適切

な施業を実施していくために重要である。今後よ

り集約的な施業が行なわれるために，森林の過去

についての情報の必要性は高まると思われる。

国有林では林分の沿革を記録するために，小班

4．森林基本図

森林簿の記録の継続性を考えるうえで重要な問

題として，森林簿と基本図との組み合わせの問題

がある。小班の地況，林況はすべて森林簿に記述

されているが，その所在位置，区画は基本図を見

なければならない。これは森林簿と基本図により

森林の現況を知り現地を照合するためには便利で

はある力禽，ある林分の沿革を調べるには全く不便

伐採
方法

その他
不明

小瑳数

増減

分裂件数

合併件数

変わらなかった小班

分裂によってできた4班

合併〃

分裂十合併〃

10年間変化しなかった小班

’465343

＋7％＋15％

5 5

2

3341

1111

10

11

31(58％）
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林小班の>脾事例
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表･4日本の林小班の数と大きさ

班 小

平均而砿｜総敷
一言百i
129.087139580

64.1834,2290608

75.7534,943,188

象として考えてゆくためには，森林を場所的・時

間的に整合性のある形で記録することが必要にな

ってくる。森林計測の分野の発達に比べて計測結

果を記録・保存利用する分野は著しく遅れている

といえよう。計測と記録の方法が整ってこそ森林

調査の成果が得られる。

表･4にわが国の林小班区画の現況を示す。小

班の面積が大変に小さく，その数が多いことは日

本の森林調査の歴史を物語っている。他方，先に

述べたように個別林分の履歴を知りたいという平

易な希望を森林簿は満足させてくれないことも事

実である。

当研究室では，大変に厚い薄冊や磁気テープに

書き込まれた大量の森林現況の資料を扱う機会が

多いが，その資料の膨大さと裏腹に日本の森林の

本当の状況とその動向は大変にわかりにくいとい

うもどかしさを感じているのである。

（鰯らた巽亨息i{熟議学部）

斑＊林
数総 |平均而穫

ha

lO､58

0．51

0．71

国有林

民有林

全体

１
８
９

８
４
２

４
４
９

⑱
１
．
９

８
９
７

５
６
２
２
３

＊小班とは森林区画の媛小単位であり，小班のほかに施業番

号，亜小遜等を意味する

ごとに森林の施業，生育，被害等の歴史を明らか

にし，施業の計画，実行の基礎資料とする林班沿

革簿の作成が国有林野経営規程により義務づけら

れているが，あまり履行されていないようであ

る。

森林の歴史を細かく記録する林班沿革簿の作成

はそれなりの意味があろうが，それ以前の問題と

して森林の基本台帳として森林簿を認識して，そ

の記録の継続性を制度上確立することが重要な課

題であると考えられる。

6．おわりに

森林は非常に広い地域の中で，長い時間の中で

動的な平衡を保っている大変マクロな有機的な対
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露

秋田の田沢湖の近くにある，わら

び座を訪れたことがある。そこで，

“わたしどもの祖先が手の労働を土

台に置いた民衆の共同生活の中から

つくり，育ててきた行事や歌や踊

りが,社会の発展とともに,手の労働

も，もはや農林漁業の仕事にとって

過去のものとなった。そのため民衆

の共同生活の中でどうしても必要と

した仏や神の信仰からきた祭事や，

歌や踊りも，今日のわたしどもの生

活とは，だいぶ縁遠いものとなって

いる"，というような話がでた。

屋久島で盆を迎えたことがある。

山は仕事が休みになって，ほとんど

の人が故郷へ帰った。尾之間の部落

で盆踊りがあるというので，いろい

ろ島の盆踊りを想像して見物に出掛

けた。尾之間は屋久町の中で‘も大き

な部落で，国民宿舎があるが，昔な

がらの村の共同の温泉場もあるひっ

そりとした所である。夜道を会場の

小学校へ歩いていくと，島の人から

声をかけられた。

「道の端を歩くと危ないです。マム

シがいるから」

そのような村で，胸をはずませて

見にいった盆踊りは，東京音頭であ

った。このごろはこのようなことが

多くなった。

自動車が，狭い通りまで走りまく

るようになってからは，盆の行事も

変わった。岡山県の西のほうでは，

盆の13日から15日まで，家のかど

で火をたいて仏を迎える風習があっ

た。向かい合った家々で燃やす火

が，夏の夜空を染めて美しいもので

I

秋田県根子お盆の墓まいり

山 里をゆく

あったが，車の往来が激しくなると

ともにだんだんすたれてしまった。

子供のお盆の行事に“ぽんぽん”

というのが松本あたりにある。盆の

夜，町や村の女の子が，浴衣にたす

きを掛け，花かんざしをつけ，ほう

ずき提灯に火を入れて，

ぽんぽんとてもきょうあすば

かりあさってはお嫁のしな

れ草

しなれ草をやぐらにのせて

下からみればぼたんの花･･･・

と歌って歩いていくさまは，夏の夜

の風物詩であるが，このごろの自動

車の往来はそれを許さなくなった。

盆は仏が年に1度家に帰る日であ

るといわれている。それが7月13

日から15日である。13日は仏迎え

である。北海道の松前地方では，ま

ず家の仏壇を飾り，ハギ，キキョ

ウ，オミナエシなどの野の花を供

え，ハマナシの実を糸で数珠つなぎ

にして野菜と煮て，小豆飯を盛った

仏膳とともに仏に供える。次に仏前

にむしろを敷き，その上でナスとキ

ュウリに箸で足をつくり，2頭ずつ

牛と馬をつくって祭る。その夜一家

のものが晴着を着て基場へ仏迎えに

行く。これをホカイまたはホケとい

う。

13日の晩に仏迎えに行く行事は

どこにもあるが，ほとんどの者が寺

に行き，帰りに松明か提灯でとい

う，松前のようににぎやかな所は少

ない。墓から帰ると仏壇に灯明をあ

し

げ，それから14と15の2日間，い

ろいろ珍しい物を供え，「ゆっくり

食べてくんなはい」と声を出してい

う。16日には送り膳にそうめんを

供え，家族も食べ「来年も来てく

れ」といって，供物を海に捨てる。

海には多くの無縁仏がいるので，そ

の供養をして海で働くものを守って

もらうためだ。

秋田の阿仁の谷では，盆前になる

と汽車が着くたびに，土産の袋を下

げた人が降りてくる。都会へ働きに

出ていて，盆を家で迎えるためだ。

マタギの里の根子では盆前に墓の掃

除をし,竹を立てしめ縄を張り,提灯

を下げて花を飾り，14日にはご馳走

をつくり，盛装して家中で墓参りに

行く。時には紋付に袴をはく人もあ

るが,今臘めったに見かけなくなっ
た。墓場で祖先を迎える行事は，こ

こではまだすたれていない。そして

夜は番楽でにぎわう。

仏を送る日は所によって15日か

16日と異なっている。青森県の黒

石の大川原部落には，16日の火流し

という行事がある。“ネプタ流し"と

もいって,16日に若者が総出でワラ

とカヤで，長さ21n以上の舟を3隻

つくり，夜に入ると，舟に火をつ

け，笛や太鼓にはやし立てられて流

される。老人の話では，この行事

は，盆の仏送りでもあるが，3隻の

舟をワセ，ナカ，オクにみたてて，

その流れていく姿で明くる年の稲作

を占う，ということであった。稲の

減反が強制され，村の過疎が進むに

つれ，ここでもこのような行事は，

1
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■ 準一Q△で 霊云~＝寄一デエマ玲零二国…墓ご毒声琴毎屯一…・曲一一一一I

盆踊りを尋ねて 小野春夫
(児童文学者）

だんだん湊を消している。

盆踊りもすたれたり，調子が変わ

っていった。盆の夜には，死人の霊

が村や墓所などにもどってくると考

えられ，その霊をとぶらうために，

供物を供えたり，踊ったのが盆踊り

である。だから昔のものは仏教的な

色彩が濃いものであった。

石川県の白峰は，山岳を神体とみ

た白山権現信仰の濃い所で，ここの

盆踊歌の“白山かんこ踊り”は中世

の調べを残している。

こうち

河内の奥は朝寒いととじや
芸啄ん

御前の風を吹きおろす

（返し）ァ御前の風を御

前の風を吹きおろすア

モウタリモウタリモウタ

リナ

惣燕慰篭

蕊

蕊磯
し露

亀
nb
-副4

．，、‘
■○
J草：

霧
錘
雰§

岩手県普代地方の蕊場
お盆に経文を書いた色紙を立てる

1

琵己

罰

モウタリは，舞うということらし

い。御前は白山の主峰の御前峰のこ

とで，この歌を聞いていると，祈り

歌らしい信仰心が伝わってくるよう

な盆踊歌である。

盆踊りは夜中踊り明かすものであ

ったが，今は「郡_Iﾆおどり」や「風

のぼん」ぐらいで，あまり夜遅くま

で踊る所は少なくなった。

踊り中えはいってじゃまする

やつは親もくたばれ子も先

に

「佐渡おけさ」にはこういう激し

いものもあると，佐渡の金沢で地方

史にも詳しい近藤さんが，さらにお

もしろい話をした。

「盆踊りのときは島中が熱狂し

て2晩も3晩も踊り明かしたもので

す。明治の初めに政府が盆踊りを禁

止して，“通行妨害”‘‘安眠妨害”だ

と音頭取りを警察にひっぱった。す

ると村人は『村中が夜通し楽しんで

いて寝ているものなんかいないの

に，何が安llm妨害だ』と激しく抗議

した。また，ある年の盆の夜，村の

家からにぎやかな太鼓の音がして，

大勢の村人が威勢よく歌って踊って

いた。ソレー，と警察が巡査を連れ

て駆け付けると，太鼓の音が急に変

わり，歌はありがたいお念仏になっ

た。警官が尋問すると，1人の老人

が『きょうはわたしの女房の新盆，

村の人が供謎念仏を唱えてくれとる

ところです』と答えると，警察はな

にもいえず，渋い顔をして引き上げ

＝凸･匂■町¥副懐i恥ロ｡､津亀嘩写舵迩

ていった」

それからは警察は盆踊りをやかま

しくいわなくなった，ということで

ある。

盆踊りがすたれていく原因に，自

動車の問題もあるが，ラジオやテレ

ビの普及で，念仏蹄りのような盆踊

りの歌や踊りは喜ばれなくなって，

歌詞を変えるようになった。

ヨイヤヨイヤマ力ドッコイサ

ーノセー

盆のころになると滋賀県の湖東の

農村では，のびのびとした明るい踊

り手の掛声が，稲田を渡って聞こえ

てくる。江州音頭だ。江州商人－

近江商人一を生み，ゆうずう念仏

信仰の影響で仏教の“平等思想”を

身に着けた江州の農民たちの生んだ

“江州音頭”には，どこにもない独

特の味がある。

ところが，八日市商工会議所では

「念仏くさいのは今のll寺代にそぐわ

ない」と，観光用の歌詞に変え，三

味線入りの“江州音頭”をつくっ

た。

さてさて時間もきましたようで

はなしもおわりにさしかかる

ながいあいだのおつきあいに

お礼申しあげまする

ヨイトヨイヤマ力ドッコイサ

ーノセーデンレーレンデレ

レーンレレレンヤー

垂
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明治13年2月，伊藤博文の後任として松方正義が内務卿になると，桜

井は地理局長に戻され，品川が内務少輔に昇進して山林局長を兼摂し山林

局の課や人員の大削減をやりました。品川はさらに追打ちをかけて，桜井

の手足となって働いていた幹部の連中を次々と山林局から追出したのであ

ります。松方や品川は当時まだ二流だったとはいえ，れっきとした薩長の

ボスだったわけですから，小藩出の桜井が先々のためにうまく付き合って

いたならば，たとえ直営伐採事業の失敗があったにしても，押し退けられ

るようなことはなくて，おのずと彼が農商務省の初代山林局長になったの

ではないかと想像されますが，このような次第で，林政は一休みの状態の

まま，14年4月の農商務省設置，山林局移管を迎えるのであります。

その後専任の局長が任命されますが2代続いて数カ月で替り，11月に

会計局長だった姫路藩出身の武井守正が就任しました。彼は品川のお気に

入りで,20年まで在任し，実質的には彼が農商務省の初代山林局長であり

ます。その部~Fにも品川系のものが逐次集められたのですが，当時はまだ

品川にも武井にも林政に関する実務の識見が乏しかったのに，主だった経

験者までどんどん出してしまったので，肝心の政策推進が滞ったのは無理

もありません。たとえば，武井は制度面の初仕事として，桜井が検討して

いた森林法草案を整理し，15年に西郷従道卿の決裁を得ながら，参事院

の審議でつぶされたことなどはその最たるものであります。

一方，桜井は山林局を去った後も，旧部下の連中を中心にして林学協会

を結成し，会誌を発行して林政批判を始めました。他日を期して再び林政

に乗り込む意欲を持ち続けていたのでしょうが，なにぶん本務外のことで
wDt

あり，主だった連中も次第に各方面の仕事についたので別れ別れになって

その意図は挫折しました。15年1月に，山林局が宮様を総裁に担ぎ，品

川が会長，武井が幹事長になって発足した大日本山林会には，到底体制的

に対抗しきれなかったという事情もありました。

これで終わってしまえば何のことはない，やりすぎた役人が冷飯を食わ

されただけの話でありますが，桜井は山林局在任中に1つの良質な芽を育

てていました。それは，彼の目から見て，行政的には松野燗がどうもぱっ

としないので，当時地理局のドイツ語翻訳掛りをしていた中村弥六を見込

んで,12年に松野に次ぐ2人目の留学生としてドイツに派遣してあったこ

とです。その芽が実って，後年，ともに衆議院に轡を並べて林政への志を

別の形で遂げることになるのであります。

中村は高遠藩士出身で，師範学校のドイツ語教師をしていたのが山林局

入りの縁となり，桜井に見いだされてドイツ留学生となったのですが，在

独3年余で15年末に帰朝した時はもはや山林局は品川－武井ラインの天

下で，林政面で活躍しようという意気込みで帰って来たのに，桜井の息が

かかっているというだけのことで新設の山林学校の教官以外の仕事は与え

られませんでした。この辺の品川のやり口は全く狭量であって，林政の推
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進を期するよりは自分の身の回りを固めることに汲々としていた有様が判注’：桜井派として逐次山林

然としており,政治家として高い評緬が与えられないのは致し方ないとこ駕燃灘熟箪
ろであります。中村は山林学校で村田重治や松波秀実等，後の林政に活躍中野武磨,曽根静夫等であり，

する人材を育てたのですが,ともかく非常に屈折した心境で忽職やる方な鱸鹸驚麓蛎
く過ごしていました。 林局長になった田辺卸実は，

その中'7年に武井局長がｴジﾝバﾗの万国森林博覧会に日本の出品を弄灘癬無艫
撫えて出張し，その帰途欧州各国の林政事情の視察をしてすっかり感激もない｡14年高知県令,16

し，ここで始めてそれまでの通り一遍ではなくて，職責に対する熱意を燃年宮崎県令('9年知事)にな
っている。

やし始めるのであります。帰ったら早速欧州流の近代的な官林経営方式を注2：秘野副は残るが,長州
確立せねばならないと決意して，各国の資料を山ほど持って帰りました。出身であったことと，桜井に

ところがめぼしいやり手を皆外へ出してしまったので企腫立案を補佐でき鷲蕊麓『澤鰯
るような部下が居ません。そこでやむなく遠ざけていた中村を使うほかなはその後山林学校作り一筋に

くなり,彼にまず資料の翻訳をさせることにしました｡ちょうど品川が'､鰻澱Vにはあ薑り関
イツ公使として去ったころです。ところが中村にしてみれば，“せっかく注3：桜井は引き焼き明治
勉強して来たのに3年近くもほったらかしておいて，ちょっとヨーロッパ22年までだんだん細ってゆ

の風に吹かれて熱を出したような朴念仁が,今ごろになって俺を翻訳掛り罫鱒鶏I2鰻篭
に使うとはちゃんちゃらおかしい”と，口には出さなくともそんな気持ち県知事になったが,24年品川

だったのでしょう｡助手を相手に漫談ばかりやって一'句仕事に身を入れま灌欝誌難藤
せんでした。ら衆議院議員に当避しだ。

そこでたまりかねた武井は陸軍参謀本部で翻訳官をやっていた高橘琢也注4：高儒が森林法制定直俊

を貰い受けて来て翻訳をやらせ霞した｡高橋はもとより林学は素人でした誌漂嚇葵織世
が，なかなか頭が良くて企画能力があり，大小林区署，分担区，林小班，もいえるが,紙面の都合上森

施業案など，その後の林政に定着する数々の官用語を訳定したばかりでな林法に関する後話に鍍つた。
く;武井の片腕と癒って,9年の大小林区署官制をやり上げ,その後青森．藍5桜驚蕊慧霧璽
高知の大林区署長を経て,28年にl.l.l林局長に昇進して森林法立案を手掛け時の確執を薩長の派閥争いと

見る記述があるが，縦井が長
ることになるのであります。 州の伊藤に軍用され，薩縢の

中村がこの時行き掛かりを捨てて積極的に武井の補佐に身を入れていた松方にうとんぜられている事

ならば,あるいは官途で志を果たすことになったのかどうか,それはわか欝甑この繍図は当た
りませんが，ともかく依然として学校本務が続き，23年に見切りをつけ

て退官,翌年郷里から衆議院選挙に打って出て,以後'0回遮続して当選ﾕ‘訂塁誌その-,,頁§‘
し，林学出の最初の議会人となります。そこで29年，政府の森林法案上行弓ものを始めた→もの

程に際しては,果然武井守正(当時貴族院議員)－高橋琢也山林局長,片,雲鱒そのニヨ3頁2ヨ
や桜井勉（当時衆議院議員，森林法審査特別委員長）－中村弥六という，行目とい瀧本方針とし

奇しき因縁によって人脈謹異にした両ﾗｲﾝ対決の構図ができあがり,そ鮭いうこと蕃難本方針
の中で操まれて政府案は満身創瘻となって翌年に出直しとなり，かつ32

年の「国有土地森林原野下戻法」と「国有林野法」制定の方向が定まった

のであります。桜井と中村がいかに20年間うっ積した溜飲を下げたかは林政総合調査研究所理事長

推して知るべきであり,この林政史上の大きなドﾗﾏの種子は,品川弥二手束平三郎
郎その人によって蒔かれたといえましょう。（維）
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かつてマレーシアに調査で滞在していたと

きのことです。体長4mを越す巨大なキング

コブラがつかまりました。調査隊のなかに器

用な先生がいて，キングコブラは早速はく製

にされてしまいました。骨の標本も採りたい

ということで，骨は肉つきのまま土の中へ。

2週間ほどして掘り出してみると，肉は熱帯

の土のなかですっかり腐って，きれいに骨ば

かりになっていました。キングコブラは「土

に帰った」のです。

殺人犯も，死体を土に埋めることがよくあ

ります。人目にふれないようにかくしてしま

うためでしょうが，土のなかで死体が腐って

しまうことも期待しているにちがいありませ

ん。なにも，殺人犯の例をあげなくても，昔

はどこにでもあった土葬という埋葬方法は，

まさに「土に帰す」ことでした。

生あるもの｢土より出でて土に帰す｣とは，

生物の生きざまをいいえて妙な言葉です。

深みゆく秋に，林内に散り敷く落葉梢か

ら舞い落ちていく木の葉は，まさに「土に帰

る」姿です。林床の落葉は，やがて小動物に

かみくだかれ’小動物の体内を通って腐りや

すいかたちになり，これにカビ（糸状菌）や

バクテリア（細菌）などがとりついて腐って

いきます。腐るということは，微生物類によ

って，有機物が撫磯物へと分解されることな

のです。その意味で’微生物類のような働き

をする生物を分解者と呼んでいます。動物の

排泄物や死体が腐っていくのも，もちろん分

解者の働きですし，また前回のテーマであっ

た水の浄化能力というものも，水のなかの分

解者の働きによるものであったわけです。

有機物が分解されて生じた無機物はどうな

るのでしょうか。炭素は主として二酸化炭素

（炭酸ガス）のかたちになって空気中へ移動

しますし，水や窒素，リン，カリその他の無

機物は土のなかに残ります。そして，これら

は緑色植物が太陽エネルギーの力を借りて行

なう光合成,つまり有機物を作り出す作用に

再利用されることになります。

このように無機物から有機物を合成する緑

色植物は’生産者として位置づけられます。

これに対して，動物は自分で有機物を生産す

１
４
瑚
恵蝋 風月蕊:蝿ソ 可

函
・
国

コメツガ群落（長野県湯の丸)。人為もほとんど加わらず“土より出
でて土に帰す”自然の姿がみられる醍彩若林逮氏）

ことわざの生態学
41土に帰す』

信州大学理学部教授

只木良也



ることができませんから，植物の作った有機

物を食べて生活します。したがって，動物は

植物の生産におんぶした消費者ということに

なります。

もちろん，植物を食べない動物もいます。

しかし，彼らは直接植物を食べないとして

も，植物を食べた動物を食べています。また

その動物を食べる動物もいます。自然界には

こうした食う食われるの関係が複雑にからみ

あっており，どんな動物も間接的には植物を

食べているのです。こうした関係を食物連鎖

といっていますが，複雑なからみあいのなか

から，1つのルートを考えてみますと，毛虫

木の葉を食べ，クモ毛虫を食べ，小鳥クモを

食べ，ヘビ小鳥を食べ，イタチヘビを食べ，

ワシイタチを食べる，といった具合ですﾕ)。

生きものを生きものが食べる，これは生物

界の鉄則ですが，それは水界でより顕著で

す。陸上とくに森林では，生産者から消費者

を経由して分解者に至る経路よりも，生産者

から直接分解者へという経路のほうが本流で

す。つまり，植物が動物の餌とならずに，落

葉などのかたちで直接分解へまわっていくほ

うが量的にもずっと多いということです。つ

いでながら，植物が生きたまま動物に食われ

るところから始まる食物連鎖のことを生食連

鎖，落葉などのような死んだ植物体から始ま

る連鎖を腐食連鎖といっています。

さて，このように生物の働きを通じて，生

産者から消費者，分解者へ，そしてさらに生

産者へという物質の動きのことを物質循環と

呼んでいますが，ここで注目すべきは，分解

者によって有機物から還元された無機物が，

ふたたび生産者の生産原料として使用される

ことです。「土に帰る」のは，死んだ有機物

が腐ってしまうだけでなく，つぎの生命活動

のための資源として，ふたたび役に立つこと

なのです。

森林について考えてみましょう。森林にお

ける生物の主役はいうまでもなく樹木です

が，樹木は長生きで1本1本が大きくなりま

すから，その集団である森林は大規模な生物

集団になります。そして，森林は大きな木だ

けで作られているわけでなく，大きな木の下

には中くらいの木，その下に小さい木，さら

に低木，草，コケなどと垂直的にいろいろな

植物が住みわけており，全体として光合成し

やすいかたちをして，光合成鎧も大きいので

す。光合成力が大きい，つまり生産者の生産

力が大きければ，消賀者を謎う力も大きいわ

けですし，分解者へ供給される有機物麓も当

然多くなります。森林の土のなかには，じつ

にさまざまな小動物，微生物が住みついてい

て，つねに分解活動を行なっています。たと

えば，亜高山帯の森林に踏み入ったとき，そ

の片足の下の土のなかには，ダニ，トビムシ

その他いろいろの小動物が4万匹住んでい

る2)といわれるほどです。物質循環が大規棋

でスムーズなこと，これが森林の特徴です。

今でこそ森林に施肥することも多いのです

が，かつてはそんなことはありませんでし

た。農地のように，たえず施肥したり耕した

りしなくても，森林はある程度の生長を続け

ていくことができます。これは，落葉その他

を自分で自分の土地に供給し，土地がやせな

いようにしている森林の「自己施肥」の働

き，つまり物質循環がうまくいっている証明
です。また，耕転しなくても，半分解の有機

物が土のなかへ混じっていくことによって，

通気，排水，保水すべてに優れた団粒幟造と

いう土の櫛造ができあがっていくことも見逃

せません。

物質循環という言葉は，今ここにある物が

ぐるぐるまわった結果，いつの日にかまたこ

こへもどって来る，というふうに捕えられが

ちです。しかし，そんな環状線の電車のよう

な循環をいっているわけではありません。森

林でも，出入する動物や水などは，たえず物

質を持ち出し，また持ち込みます。しかし，

持出し持込みが一方に片寄らなければ，その

森林としては物質の収支があっているわけで

す。たとえば，私の財布から千円札が出て行

ったとして，それと同じ千門札でなくてもほ

かの千円札が入ってくれば，私の財布には支

障がなく，それでいいのです。物質循環と

は，その程度の意味に考えればよいでしょ

う。「金は天下のまわりもの」その「まわり」

が循環なのです。
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のこくずを原料とした低比

重ボードの製造

北海道・林産試大沢清志ほか

林産試験場月報No.328

1979年5月p.9～12

のこくずのパルプは湿式法で成型

した場合，水切れの速度が異常にお

そすぎるため，湿式法ボードの主原

料として考えられていないのが現状

である。そこで，解繊によって得ら

れたのこくずパルプに，2～3倍量

の水を加え，型枠で成型，乾燥によ

って厚物低比重ボード（厚さ2～10

cm)を製造したものである。

以下，ボードを製造する際の成

型，乾燥条件ならびにボードの材質

について検討を行なっている。その

結果，①成型方法として圧縮押し込

み方式は必要水分量を減少できる，

②ボードの引張り強さは，注水解繊

によるパルプのほうがすぐれてい

る，③乾燥が進むと中心部にわれが

生ずる，としている。

森林の風致的取扱い－積

極的な風致施業に向けて

東大農熊谷洋一

グリーン．エージNo.65

1979年5月p.37～|48

森林のもつ視覚的側面からの風致

的取扱いについて論究し，現在にお

ける森林景観また風致施業について

考察している。

以下，計画l'卿な観点から，森林の

風致的取扱いとスケールについて述

べ，次に地域，地区レベルの検討方

法について具体的事例をあげて，そ

の技法を紹介し考察している。結論

として，常に周囲の風景，森林そし

て利用する人間が変化しているとい

う認識を持つこと，従来の隠すとい

った発想でなく，見せることまで前

提とした積極的な風致施業を設定す

べきだとして，木材生産が優先され

る地区，公益的機能が優先される地

区，風致的役割の璽要な地区とし

て，国土をみなおし，地域景観の1lコ

で担っている森林の効用を発揮させ

るべきだとしている。

枝打ち効果－特に材質と

の関係

国立・林試藤森隆郎

森林と肥培No.100

1979年6月p.9～15

木材生産を主目的とした林業経営

においてどのような点に枝打技術の

役割が求められるか。まず，枝打ち

の生物学的効果を明確にし，つぎに

どういう材を生産し，どういう施業

体系を組むかをはっきりさせ，枝打

効果のどういう点を目標に‘合わせて

応用したらよいかを検討する必要が

あるとしている。

以下，枝打ちの生物学的効果，良

質材の条件，枝打ちの生物学的効果

の長短，他技術との関連，無節材生

産，枝打ちの管理指針図について解

説している。枝打技術は，環境調節

に加えて外科的に林木の形態と生長

を調節するもので，その理論をよく

理解して実行に移せば，かなり正確

に計算どおりにその効果は出てくる

としている。

マツタケ菌の増殖法(Ⅱ)林

内植生の手入れとマツタケ

のシロの増加

京都府・林試伊藤武ほか

日本林学会誌61－5

1979年5月p.163～173

マツタケのシロ形成を助長し，子

実体発生戯を増加させる目的で25

年生アカマツ林内の下層植生の抜き

切りや地表のかき起こしを行なった

林分を対象に施業後'0年間にわた

って林内の環境要因，とりわけ植

生，土壌，菌類についての変化を記

録し，その効果をみたものである。

その結果，マツタケのシ口数と子

実体の発生量は施業後7年ごろから

増加しはじめ，シ口数は放置区の約

2．4倍に達したが，地表のかき起こ

しはほとんど効果がなかった。植生

の抜き切りによって，林床は明るく

乾燥ぎみとなり，落葉趾が減少し，

堆積腐植層の形成が少なくなり，マ

ツタケの寄主であるアカマツの細根

が鉱質土層中で増加し，競合する菌

根菌や腐生菌が減少してきた。播悪

地のアカマッ幼齢林分でも，環境を

改善すればマツタケのシロの誘導は

可能であるとしている。

カラマツ人工林の間伐方法

北海道．釧路支庁田中進

林No.326



1979年5月P､20～24

間伐事業もトラクタやブルドーザ

ーの導入によって省力化がはから

れ，列状間伐など定駄間伐が多く採

用されている。特に価格の低迷と労

働賃金の高騰から事業費の軽減がの

ぞまれているので，定戯定性折衷法

による試験地を設定し，事業収支の

澗査と検討を試みたものである。

試験地は，カラマツ17年生,植栽

後3年間下刈り，つる切りを行なっ

たが除伐はしていない。この試験で

は3種類の間伐方法を設定し，すな

わち,A区(2残1伐),B区(3残

1伐),C区(4残1伐）とし，残列

内は定性間伐を行なうこととした。

以下，これらの各々について，間伐

率，間伐木の形量，事業賀，収支に

ついて検討し，どの間伐方法を選ぶ

かについて，6つの因子を避定して

いる。

簡易横取機の製作による実

行結果

北海道・浦河営林署斉藤末蔵

機械化林業No.306

1979年5月p.40～47

天然林施業の目的を損なわない

で，かつ労働生産性の向上を図るた

め機械の開発改良の一方法として，

簡易に移動取付けの可能な横取機と

ホールラインの任意の箇所にテーパ

ー装置を取り付け（キャレジロック

装置)，横取賎のみによるホールラ

イン引き寄せの牽引力不足を補うた

め，横取機と併用して製作したもの

である。

以下，簡易横取磯の概要，簡易横

取機の適用作業，問題点と利点につ

いて述べている。集材機染材（横取

り）のほかに，苗木運搬，トラクタ

集材の親ワイヤの引き-上げ，クレー

ン職込みの際の親ワイヤの引き寄

せ，吊橘の架橘などに適用できると

している。

広葉樹と食用黄

鳥取大農岸本潤

木材工業No.387

1979年6月p,9～13

わが国の食用菌栽培は，木材依存

型を特色とし，特に広葉樹を好んで

用いている。しかし林業では広蕊樹

は重視されず，その資源は衰弱しつ

つあり，他の広葉樹加工産業ととも

に長期的展望はl増い°

以下，米来産業ともいえるキノコ

産業は，広葉樹の育成から始めなけ

ればならないとして，広葉樹資源，

原木の量的・質的需要，最適樹種，

原木の水分挙動，広葉樹加工産業な

どについて述べている。

タラノメも栽培の時代

編集部

林業新知識No.306

1979年5月p.10～12

群馬県の下仁田町で行なわれてい

る，タラノメの露地栽培が紹介され

ている。

以下，蒲木の養成方法として，適

地，育苗，定植，管理，収磁につい

て解説されており，今後生産地が贈

えればある程度の価格低下はさけら

れないが，市場の拡大によって，天

然ものが減っていることから，徴璽

な補完収入の役割をもつようになろ

うと述べている。

木曽川流域の流域管理に関

する方法論的研究

東大農太田猛彦ほか

水利科学No.127

1979年6月p.1～31

流域内における各種因子が数愈的
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に変動することを前提において，そ

のためにもたらされる現象の変化を

予知し，流域管理の方向性を検討

し，あわせてこれらの予測を簡便に

行ない，日常的な流域管理と結びつ

ける合理的な予測システムを開発し

ようとするものである。

流域管理の1つのモデルとして，

木曽川水系を対象に具体的検討を行

ない，一応流域管理システムとして

輪郭は整いつつあると述べている。

リギテーダマツの特徴とマ

ツノザイセンチュウに対す

る抵抗性

（株)山都屋福田利雄ほか

林木の育種No.111

1979年5月p.43～46

リギテーダマツは，リギダマツと

テーダマッとの交雑種の植物学的名

称であるが，マツノザイセンチュウ

に対し，抵抗性が大きく，最も抵抗

性の大きいテーダマツに比し，耐寒

性が強く，やせ地に耐え生長もよ

く，台風にも強く，萌芽性がある，

などの特性をもっている。

したがって，当面マツノザイセン

チュウの拡大する被害に対する補植

木として効果がある樹種であるとし

ている。

壮齢林の肥培

東農工大川名明

林経協月報No.212

1979年5月p.2～10

壮齢林（成木）肥培の考え方，取

扱い方について，謎分不足の森林，

養分のバランス，肥培とその土地の

条件，肥培と樹齢，肥培と壮齢林の

扱い，肥培と材質，肥料の問題に分

けて解説している。
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農林鶏
るとともに，かつ，その遺志を継

承して，わが国のきのこ類に関す

る調査，研究等に優れた成果をあ

げた者および優良経営者を顕彰す

ることによって，きのこ産業の発

展に寄与する。

事業

各都道府県および関係団体等か

ら顕彰についての推薦のあった者

について遮営委員会で選考し選定

された，次の事項について功績の

あった者に対し，毎年各1名程度

を対象に顕彰金および記念品を支

給する。

(1)しいたけ等きのこ類に関する

調査，研究，普及等に関する事

項

(2)しいたけ等きのこ類の栽培な

らびに経営に関する事項

公益信託｢椎茸振興基金｣が

許可される

腱林水産省関係では初めての公益

信託が，このたび農林水産省からそ

の引受けについての許可がなされ

た。この公益信託は，きのこ|#士と

いわれた故森喜作博士の功縦を記

念し，今後しいたけ等きのこ類の研

究や淡培などに顕著な功績のあった

者を対象に，顕彰金等を授与してい

くというもので，その概要は次のよ

うになっている。

なお，これは去る5月30日，林野

庁で発表したものである。

1．名称

公益信託森喜作記念椎茸振興

蕊金

2受託者

中央信託銀行株式会社（東京都

中央区）

3．委託者

森喜作記念椎茸振興会（理事

長長谷川四郎，東京部中央区）

4．設定の趣旨および目的

きのこ純粋嶋推種駒の開発，普

及等を通じて，きのこ類生産の発

展と向上に極めて高い功績のあっ

た故森喜作博士の業績を記念す

戸

、

ｒ
二＝

び悩み，人件費をはじめとする諸経

費の増大等によりまことに厳しいも

のがある。

いま，全国勤労者一世帯当たりの

年支出とそれに近い林業所得を得て

いる保有山林規模100～500ha層の

林家1戸当たりの林業所得の推移を

対比してみると，45年度から48年

度までは林業所得のほうが上回って

いたものの，49年度以降逆転し,か

つ，その錐は年々大きくなってきて

おり，49年度以降林家が林業所得

のみで勤労者一世帯当たりの平均支

出水準を維持するのが困難な状況と

I雄謎#……I

厳しさ増す林家

の林業経営

近年の林業経営は，木材需要の伸

全国勤労者一世帯当たりの年支出と林家（保有山林100～500ha層)1戸当たりの林業所得の推移

’ 係 有山林100～500ha

林業所得による家計挫充足率

層の林家

'－－~燕蒙の主業
全国勤労者
一世帯当たり
年支出

年艇
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盗料：労働省「労働統計年報｣，胆林水産省「林家経済調査」

注：全国勤労者一般締当たり年支出は年次である
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林業所得
(1戸当たり）

立木販売量
(1戸当たり）



6．信託管理人

鎌田藤一郎（全国森林組合蝋務
理事）

7．運営委員会

長谷川四郎（衆議院議員）

福田省一（森林開発公団理事長）

竹原秀雄（大日本山林会副会長）

有本邦太郎（国民栄養協会理事

長）

伊藤清三（全国特殊林産振興会会
長）

森寛一（日本きのこ研究所所

長）

小川武廣（日本椎茸農業協同組合
連合会常務理事）

8．信託財産

金銭1,466万円

（注）本基金の信託財産は，個人

（約2,600名)，団体からの寄付金

により造成されたものである。

l手Pへ、・ 申，l

なっている。このことは，林家の林

業所得による家計費充足率の推移で

みても，林業所得による家計徴充足

率60％以上層の減少に現われてお

り，また，林家の主業の機成割合の

推移でみても林業のみおよび林業が

主である林家の減少からもうかがう

ことができる。

このことは，100～50011a林家層

でも立木販売代金等の林業収入のほ

か，腿業および賃労働等のその他の

収入に頼らざるを得ない状況を表わ

しているが，特に最近では賃労働等

の収入を主とするその他主業林家の

増加が目立っている。

しかし，この階層においても林家

の過半は農家林家であることから，

股業生産，特用林産物の生産等を併

せた農林業の一体的経営により，所

得確保を図ることが重要であるとい

えよう。

唾…｡,．■r缶。
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三 三
三このほど中央教育審議会の生・余ll隈の活用といった今日的間三

三

三涯教育小委員会は生涯教育の意題にぶつかって生涯教育への関三
＝ 二＝

三義や当面の課題を小委員会報告心を生んだようです。＝
三

三の形でまとめました（6月8生涯教育は，このふたつの要三
三 三

三日)。諭を統一したものが理想で’対三
二＝

三

三この報告は生涯教育の拡充象は生命の始まりから老後まで三
三

三が,学歴偏重社会から個人の資の全国民です｡名目的な学歴や三
二＝ 三

雲麓麓堂堕麓生霊蝋震離職籠
三 三

識
曼訓として言い古されて来ていま問題は，このような多様な教1冒

薑鯛撫I撫清辮鷺鰯辨差
三いる理由は,ひとつは経済的．す｡前述の中教審小委報告には胃
＝ 三

三社会的要請です。「企業の教育休暇」・「専修学冒’
三 二

薑技術革新のテンポが早く，社校就学機会の拡充」などいろい三
＝ 三

三会システムの変わり方がはげしろ提案されていますが，まだま冒
冒 言

三い現在，若い時代に受けた教育だ直ちに実現できるような段階三
目＝ 冒

三は陳腐化し今の役に立たなくなではありません。三
目＝ ＝

言っていること。機械や設備を更米国でも生涯教育の動きは盛昌
三 三

三新するのと同様に人間の頭脳もんです。もっともこの国では，三
目＝ 言

三更新してその生産性を高める必人口構成などの関係で今後は大言
三

言要がある，というエコノミック学入学者数の増加があまり期待旨
＝ 二

三．アニマル的な発想です。このできず，やむなく成人学級や校冒
三 三

三面での生涯教育とは企業内就業外単位などの新規市場の開拓に昌
三 言

三者に対する企業内教育が中心に乗りだしているのだという，う冒

言なります｡霞た爾齢化社会でのがった見方もあります。｜言
三第二の就業に備えるための学習わが国の高校進学率は93％，三

三

三などもこの部獄に入ります。大学進学率は40％と学校教育言
＝ 三

言もうひとつの要請は,高次のの大瞳生産時代に入っていま三
三 薑
三社会での生きがい・人間の完成す。このなかで埋没しかかって二
三 ＝

三

三を求める動機です。もともと学いる個性を発掘することが生涯言
三

三習好きの日本人が，老後の生活教育の大きな課題でしょう。三
三 ’＝

匡
三

現代用語ノート琴
菫
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溺鶴錨溌鱗溌蕊蕊鵠 森林・林業に関する近年の諸報告

には暗い話ばかりが多いようにみう

けられる。外材問題，木材価格の問

題，林業労働力問題，育林および素

材生産の問題等々。確かに，わが国

の林業をとりまく情勢は，困難な問

題が山職しているといってよいであ

ろう。しかし，その基本的原因はど

こにあるのか，そしてまた，その問

題打開の方策は何か，という点にな

るとどうも明快な答えが出されてこ

なかったように思われる。

現代の日本林業の抱える問題は，

そう簡単なものではないかもしれな

いが，こうした中で，本醤は抽象論

ではなく，日本林業の現実をあくま

でも克明に解き，そこから問題打開

の道筋を示したという点で，その手

法が極めてユニークであると同時

に，時宜を得たものとして，高く評

価されるべきものと考える。

本普の典型的分折の対象となった

静岡県竜山村および和歌山県竜神村

は，ともにその地域の椛造も異な

り，また，そこでの組織的主体であ

る森林組合のタイプも異なってはい

るが，それぞれの地域の持ち味を十

分生かしながら，地域振興のけん引

車となって活動してきている。森林

組合が人の組織として，これだけ

生々と躍動的に描かれた事例を私は

知らない。

竜神村についての報告は，これま

でも少なかったが，竜山村に関して

は数多くの報告がなされている。こ

れまでの論調では，竜山村の先進性

のみが強く印象づけられてきたとい

ってよいのである力罫，本書では，そ

うした先進林業地においても，なお

基本においては未成熟な林業生産構

造をもつことが説得的に語られてい

る。ましてや日本全国では，いかに

多くの地域が未成熟の状態にあるこ

とか，推測されよう。だから，そこ

からの脱却の道が鮮明に提示できる

のであろう。

罰 耀禦難
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樹皮の機成細胞の中には変わり種がい

くつかある。その例として前号でアカマ

ツのフェロイド細胞を紹介したが，今回

はカヤのじん皮繊維を取り上げた。写真

はカヤの樹皮の縦断面に現われたじん皮

繊維の側面を拡大したもので，まるで宝

石でもちりばめたように細胞壁面にシュ

ウ酸カルシウムの結晶を埋めこんでい

る。繊維の細胞壁がまだ薄い時期に細胞

内腔而に小さい結晶がたくさん沈着し，
その後結晶を取りこんだまま細胞壁の二

結
日
申

繊
維

次肥厚が進んでしまったものらしし．。初

めの薄い壁ははがれやすいので，顕微鏡
下にこのような姿が現われてくる。

この種のじん皮繊維に特定の名称はつ
けられていない。結晶繊維というのは表
題をつけるために仮称として用いたもの

である。同様の結晶繊維がイチイの樹皮
にもみられ，また，スギの樹皮では細胞
と細胞の間の層に微小な結晶が埋めこま
れている。

カヤの木といえば，つやのある濃緑色
で先の鋭くとがった葉，丸く大きい食べ
られる実，そして，碁雄や将桃雛に賞用
される明るい黄色の均質な材のことなど
はよく知られている。しかし，カヤの木
がどんな樹皮をしているか即座に思い起
こすことのできる人は少ないのではない

だろうか。灰色がかった，乾いたぱさぱ

さの樹皮で，見栄えがしない。特別の用
途もなく，かえりみられることの少ない
存在であるが，その中にこのような不思

議な繊維があることを知っていただきた
い。（京大腿佐伯浩氏提供）
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説得的だという意味は，分析手法

の明蜥さにあるが，いまひとつは，

ノンフィクション・ドキュメンタリ

ーのもつ感動性にある。事実，これ

まで身をもって躍動している主体が

実名でもって克明に報告された事例

は少ない。それだけに，生の感動が

脈々と伝わってくるのも木瞥の大き

な魅力のひとつといえよう。

若干内容に立ち入ると，竜神村森

林組合も竜山村森林組合も，ともに

組織化された主体として展開した。

だが，その展開の形は大きなちがい

をもっている。竜神の場合は，販売

主導型であり，糖力的かつ個性的担

い手たちが組合自体を装世化するこ

とによって，地域林業自体が成熟化

してゆく型であるのに対して，竜山

村の場合は，作業班主軸型の組合で

あり，それ自身が運営主体となり，

成熟化過程を推進したというちがい

がある。もちろん，このほかにも幾

つかの型が措定されるかもしれな

い。いずれの型をとるかは，各地域

の条件，なかでも主体的条件が規定

するが「いずれにしても，組織化さ

れた主体を形成することなしに，日

本林業の成熟化は推進されがたい」

と述べている。

では，林業の成熟化とはいったい

何であろうか。改めて問い直してみ

ると，筆者流に解釈すれば，結局

「地域のもつ人間と物的資源，いう

ならば地域資源をあらゆる結合関係

を通して活性化させていくことだ」

といえないだろうか。そこにおける

主灘力は，本書の主張のように，細

織化された主体がいかに形成される

かにかかわってくるであろう。

従来の学術書にはみられない分析

視角のユニークさと，現場にたずさ

わる者への説得力をもつ良書だと思

う。多くの人々に読まれて，日本林

業の現実を，そして明日を語るきず

なともなれば大変うれしいことだと

思う。（林業信用基金理事長松形祐尭）
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新神風信仰に対する懸念

石ml燗題の高まりの中で，日木経

済は－世界的水準を超える高生産

性工業設備と優秀な技術者群と勤勉

な労働力の存在があり，今後も国際

貿易市場で優位を保ち続けられる

－心配ないという主張がある。

このような主張は，かつての神風

信仰を想起させる。それは，第2次

大戦に際して東条(首相および陸相）

が「われには天祐神助あり，世界最

強の精鋭あり，これによって米英の

物量を圧倒し必ず勝利を収めること

ができる」と，国民を大戦の渦中に

駆り立てたことと軌一しているから

である。

すなわち，国際的資源供給環境

（政治的経済的意味を含めて）が悪

化する状況下で，莫大な資源を海外

に依存したままで現在の経済水準を

維持し，さらに発展させようとして

いるが，果たして，かかる楽観的主

張のごとく，日本経済は資源条件の

変化に-|-分対応できる状態にあると

いう確証があるのであろうか。確か

に，わが国は1950年代の産業の重

化学工業化によって，高度経済成長
｡｡●●●●

を可能にし，1974年の石油ショック

以降も，産業は減趣経営によって，

貿易収支の大幅な黒字を現出した。

しかし，それは商生産性を誇る工業

設備と優秀な技術者群と勤勉な労働

力だけで実現しえたものではなく，

むしろ，1974年以前の1バレル当た

り2ドル前後という低廉な原油を必

要なだけ十分に確保しえたこと，ま

た，石油ショック以後も低廉な原油

価格時代に蓄積した資本力を活用し

えたからであって，原油価格が20

ドルを超え，他の諸資源もしだいに

供給が制約されようとする情勢下で

は，冒頭のごとき楽観的主張は，過

去の成果によって将来に対しても過

大の期待を抱いているといわざるを

得ない。

しかして，楽観的主張が台頭する

原因は，わが国の資源政策が無策に

近い状態であるため，無策による空

白な将来展望を埋めて国民の不安を

消そうとすることにある。

いま，わが国が経済政策として取

り上げなければならないことは，わ

が国の資源需給関係がどのように変

化していくか，エネルギー問題だけ

でなく，資源全般にわたって将来展

望を明らかにし，その対応策として

の資源政策と産業榊造政策を明確に

することであろう。

これがなければ「日本はうまくや

っていけるようになっている」式の

楽観論一新神風信仰一がまかり

通ることになる。

もし真剣にわが岡の街源政策が検

討されることになるならば，当然林

業は亜要な政策の柱として位置づけ

されることになるはずである。

(M.N)

この欄は絹築委員が担当しています
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3．東北ブナ天然林における実態解

析，4．四国針葉樹人工林における

実態解析,5九州照葉樹林および

スギ人工林における実態解折

囲嗣眉關
※こ二に紹介する資料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。

|lilllllllll１
１

■
Ｂ
Ｉ
Ｏ
。
凸
■

▲
８
８
■
■
■
■
■
■
Ｄ
ａ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１

凸
・
■
５
０
日
、
▲
■

色
■
■
■
■
Ⅱ
■
ｐ
凸

▲
■
■
■
凸
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
■
■

■
■
凸
■
▲
■
■
■
Ｂ
Ｄ

ｌ
１

０
．
０
１
０
０

，
９
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｏ
Ｆ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
６

９
１
１
１
１
１

林業・林産業に関する試験研究

の推進目標昭和54年4月

農林水産省林業試験場

林野庁が昭和53年2月に策定し

た「林業に関する技術開発目標」の

内容を十分に岨しゃくし，しかも科

学研究者の立場から研究の将来方向

を検討して,むこう10年程度にわた

って，重点的に研究を進める必要の

あるものに絞ったものが，この推進

目標である。国立林試が当面の研究

計画を樹立するに当たっての基準と

なるものである。

林業試験研究推進目標

昭和54年2月岩手県

前記の林野庁版技術開発目標と国

立林試版試験研究推進目標を合わせ

たかたちの岩手県版である。

県林業基本計画を円滑に実施する

ために，その裏付けとなる試験研究

を効率的に推進すべく，5年後を一

応の期限として，研究の進展を段階

的に考えて，この推進目標を設定し

た。試験研究課題を経常研究と特別

研究に分けて，推進目標特に緊急

解決を要する課題と項目，5年後ま

でに期待する問題解決の事項と程

度，試験研究の各項目の現段階を述

べており，さらに推進目標体系図を

付けている。特別研究は外部要請の

強い試験研究であり，その課題は次

のとおりである。

1．高寒冷地林分施業法の確立，

2．有用広葉樹の育成，3．特用林

産物の栽培(食用菌)，4．木材の高

度利用(木材乾燥)，5．木材資源の

有効利用（間伐材利月j)

態解析一土地利用の変化に伴

う生態系の変動に関する実態解

析昭和53年11月

農林水産技術会議事務局

昭和52年度林業試験研究報告

書昭和54年3月林野庁

都道府県林業試験研究指導機関が

実施する国庫補助による試験研究

は，総合助成試験，大型プロジェク

ト研究および組織的調査研究に3大

別される。総合助成試験は，さらに

一般課題とメニュー課題に分かれ

る。一般課題は，都道府県がその地

域の林業事情に応じて選定した課題

であり，国と打ち合わせた試験方法

により実施する。メニュー課題は’

多くの都道府県にとって共通的に重

要と認められる課題を，林業技術開

発推進協議会の協議結果などに基づ

いて国が選定し，国が統一した試験

方法により実施する。

この報告書は,昭和52年度までに

終了したメニュー課題試験研究の結

果の一部を取りまとめたものであ

る。その課題は次のとおりである。

1．生態応用による広葉樹の育成技

術に関する研究，2．根元曲りの発

生機機と積雪環境に関する試験，

3．単線循環式軽架線器具改良に関

する研究，4．モノレール装置の作

業技術に関する試験，5．松くい虫

難防除薬剤の残効とその影緋に関す

る研究，6．良質材生産をIⅢ害する

穿孔性害虫の防除に関する研究，

7．針葉樹小径材の製材と加工法に

関する試験，8．人工斜面裸地の緑

化工法に関する研究

国立林業試験場は，経常研究，指

定研究などの自前の予算による試験

研究のほかに，国有林野特別会計，

農林水産技術会議，科学技術庁およ

び環境庁の予弊に越づく試験研究を

行なっている。

農林水産技術会議の予算による試

験研究は，大型別枠研究，一般別枠

研究，特別研究および熱帯農業研究

に分かれる。大型別枠研究は，長期

的視点に立って腱林水産業の展望に

対応した大規棋で学際的な試験研究

である。一般別枠研究は，特に大規

模な組織的共同研究体制を要し，行

政対応が要請され，また産業発展の

ため緊急を要する研究である。特別

研究は，経鮒研究では対応できない

もので，行政上の要請が強く，新技

術の開発を急速に促進する必要のあ

る研究である。

木標題の研究は，農林水産技術会

議の一般別枠研究として,昭和48年

度から52年度までの5カ年間,農林

水産省の24の試験研究機関などが

参加して実施された。本報告番は，

全6集のうちの第1集であり，その

なかで国立林試が担当した研究は，

森林の施業による生態系の変動に関

する実態解析である。その内容は次

のとおりである。

1表日本型ブナ天然林およびヒノ

キ人工林における実態解析，2.北

海道針広混交林における実態解析，

「農林漁業における環境保全的

技術に関する総合研究」試験成

績書第1集地域生態系の実
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等と広場と名のつくものが15はあ

る。さらに，パリの西にはブーロー

ニュの森，東にはヴァンセヌの森と

呼ばれる広大な森林公園がある。

ヴェルサイユ宮苑は世界最大のシ

ンメトリー形式の庭園である。さか

のぼれば，アンリ4世の時代から狩

猟林となり，その後，強大な権力を

もったルイ14世が中央集権を目指

して，この地にヴェルサイユ宮殿と

宮苑を選んだのである。しかし，こ

こで見逃してはならないことはアン

ドレ・ル・ノートゥルの存在であ

る。彼は天才的な造園デザイナーで

あった。氷河時代の浸食の影響で平

面的撒造をもっているこの地に，思

いきって大きな見通し線を中央に通

し，両局所を花と植物で修飾し，特

に周辺に壮大な樹林を造り全体を巧

みに統一している。いかにルイ14

世の権力と金力をもってしても，ル

・ノートゥルー人がいなかったなら

ば，かかる名苑は生まれなかったの

である。かつてロヮール沿岸に造ら

れたフランス・ルネサンスの庭園に

見るべきものがなかった後，フラン

スの立地条件にあうシンメトリー形

式庭園をデザインし，成功させたの

は，まさにル・ノート『シルその人で

ある。

一方，パリ市民によく親しまれて

いるリュクサンブール公園がある。

ここは有名なソルポンヌ大学の西に

位置している。この公園は花臘や池

や噴水を主体とし，自由の女神の原

像や歴史的人物の彫刻等を巧み･に配

置している。そして樹林を配し，散

策に適するようにデザインされてい

る。人々は家族連れで散歩し，また

子供たちや若いアベック，老夫婦，

学生等も多く見られる。まさに市民

ととけあった美しい公園である。ま

会 員の広場雲

｢バリの街路樹と公園」
－都市に不可欠な緑の空間一

山科健
一
一

昨年の夏に，森林風致学と造園学

の研究調査のためフランス，スイス

にいった。わが国の現状と比べて感

ずるところが多々あったが，ここで

はパリの街路樹と.公園に焦点をしぼ

って述べてみたいと思う。

パリといえば，フランス栄光のシ

ンボルである凱旋門を思い出すが，

ここを中心として12本の大通りが

足形に伸びている。このドゴール広

場の円形の周囲にはエンジュの並木

が2列にならべて植えられている

が，このことに気がついている人は

ほとんどいない。そしてはなやかな

シャンゼリゼ大通りの両側の並木が

マロニエであると誤解している人々

が多い。しかし，これはマロニエの

並木ではなくてプラタナスの並木で

ある。このことは特にこの際，明確

にしておきたい。

マロニエはわが国のトチノキと同

属であるが，種を異にしている。マ

ロニエは枝葉のつき方がトチノキよ

りは密であり，樹冠の形もよくまと

まっており，並木，庭園木に適して

いる。しかしプラタナスより公害に

弱い傾向がある。マロニエはチュイ

ルリー庭園でたくさん見ることがで

きる。またフォツシュ通りの一部に

はマロニエの老大木がなお健在であ

る。

凱旋門からシャンゼリゼ通りのプ

ラタナス並木の一部の，樹高，胸高

直径，枝下高，樹間距離等を測定し

た。パリの警察官や観光客が好奇の

目で見つめていた。パリ市当局でも

測定をしていないようであった。凱

M111付近は地形上やや高くなってお

り，土壊，車の排気ガス等の影響で

生長が衰えている傾向がみられた。

しかし空間に自由に枝を伸ばしてい

る姿には感慨深いものがあった。

かえりみて，わが国の街蹄樹に思

いをいたす時，道路幅はせまく，電

柱や，くもの巣のような電線にはば

まれて，頭をちょんぎられたみすぼ

らしい街路樹が目につく。やむを得

ざる周囲の事情でこうなったにせ

よ，まことに情無い限りである。

さて，パリとその近郊の庭酬，公

園の主なものとしては，ヴェルサイ

ユ宮苑，トロカデロ庭園，チュイル

リー庭園，リュクサンブール公園，

シャン・ド・マルス公園，モンソ公

園，ウィレット公園等がある。その

他，ドゴール広場コンコルド広場
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会員の広場

たテラスの一隅では，｜､ランプ勝負

に熱中している老壮年の男たちもい

る。その仲間に，時にはフランス語

の達者な中国人の顔も見られる。

一般に，パリの建築物は石や煉瓦

で造られている。外見から見るとデ

ザインも工夫されていて美しいが，

この住いも，なかに入ってみれば無

機物的な入れものであることには変

わりがない。人々は本能的に，日光

と緑と花のある公園を求遡るのであ

る。まさにパリ市民の日常生活の中

で不可欠な憩いの場となっている。

次に，ブーローニュの森林公園で

あるが，面積は約880haもある。こ

の広大な森の歴史は古く，狩猟と戦

闘を好んだフランソワ1世が1528

年にブーローニュ城を造っている。

アンリ2世の時代にも狩猟場として

使われ，その後，ナヴァルのマルゲ

リットがミュエット城を建ててい

る。ルイ14世の時代には広大な並

木通りが造られ，さらにフランス革

命で荒らされたものをナポレオン時

代に整備したという。その後，パリ

の緑化に指導的役割を果たしたアル

フフ･ソによって修飾改善され，今日

に及んでいる。数日かけても，この

森のすべてを歩きつくすことは困難

である。しかし，樹種はわが国の明

治神宮の森に比べると少ないようで

ある。森の内部には，オートゥイユ

とロンシャンの2つの競馬場，大き

な池や自然林などがある。日曜日や

休日には人々は家族連れでやってき

て，森の中を散策したり，乗馬やテ

ニス，玉当て，あるいは湖水のボー

ト等を楽しんでいる。石と煉瓦造り

の町に住んでいても，こうした美し

い自然に親しみ，命の洗濯をしてい

るのである。

パリにはパリの弱点もあるが，わ

が国としても，その長所は大いに取

り入れることが大切である。

わが国の都市が緑を回復し，自然

との調和を目指す時，美しい住みよ

い町が造成されるのである。緑多い

理想的な居住環境をつくるために，

行政当局はもちろん，林業，造園関

係者や住民もこれに協力することが

当面の緊急な課題であるといえる。

（島根大学膿学部）

カリマンタン紀行

10月26日，ジャカルタからカリ

マンタンヘ向けて出発の朝は早く目

覚めた。5時30分起床,6泊を過し

たプレジデントホテルとの別れであ

る。世界林業会議の資料がずっしり

と重い。

ホテルのとなりに住友林業のジャ

カルタ支店がある。そこの小泉支店

長に挨拶の後，同社員の伊藤さんに

ケマヨラン空港まで送ってもらう。

空港チェックイン後，伊藤さんに

岸本潤

インドネシア事情や心得についてい

ろいろと教えてもらい，カリマンタ

ンの密林へ入る覚悟をさだめる。

空港税800ルピア，バリックパパ

ン行きの飛行磯は11時45分発であ

る。国内便が次々とたって行き，待

合室がガランとしたころ，やっと搭

乗の順番となる。機はガルーダ航空

のフォツカーハリケーン65人乗り。

焼ける滑走路を離陸して右に大き

く旋回すると，眼下にジャカルタ市

の北部の港町，コタの街並みが見え

た。間もなく海に出た。

機は海上を北東に飛んで行く。バ

リックパパン到着は13時35分，ち

ょうど110分の航程である。改札口

でリドワンというインドネシア人が

出迎えてくれる。彼は住友林業と現

地企業の合弁の会社,KTI(クタ

イティンバーインドネシア）の職員

で，バリックパパン駐在という。私

たちはここで飛行機を乗り換え，目

的地サマリンダヘ向かう。サマリン

ダまでは20人乗りの3発プロペラ

職で飛ぶことになる。あれがそうだ

という飛行機をみるといかにも小さ

い。何か心細いがほかに便がないC

l時間後，プロペラ機はゆらりと

空へ飛び上がった。乗客は16人ば

かり，高度も低い。500mぐらいだ

ろうか，ジャングルが手に取るよう

に見える。森林の視察には絶好であ

るが，カメラを職えて窓にすり寄る

と今にもドアが開きそうな不安がつ

きまとう。私のシートは出入口にあ

たり，ドアのロックが頼りない感じ

である。

眼下の景色，これがカリマンタン

・ボルネオの森林かという思いでう

ちつづく樹海に見入る。蛇行する大

河があり，平たんな密林がびっしり

と続いている。ところどころ焼畑が

見えた。中には煙を上げているも

のもある。そこらは漆かっ色の区域

として隈どりされ焼畑造成中のよう

だ。そして周囲に新旧の焼畑と覚し

き団地状の地域が，虫の食痕のよう

に連続している。焼畑には伐り残し

た巨木が巻枯しで白く枯れて散在す

るのがはっきりと見える。

バリックパパンからサマリンダは

プロペラ機で30分の航程である。

やがて機は沈むようにココナツと（



ナナの林をかすめ，プロペラ機にふ

さわしい小さなサマリンダ空港に降

りた。

16時10分である。空港にはKT

Iのサマリンダ事務所長の迫間さん

が出迎えていた。私は初対面である

が同行の神崎さんとは旧知。さっぱ

りした性絡で，その関西弁風インド
ひょういつ

ネシア語は誠に瓢逸な味がある。

IIIiは人口10万ばかりと聞いたが

のんびりとした風情で，現地風の粗

末な家々の中に浦酒な建物も見え

る。ジャカルタの雑踏する中での一

週間の生活のあと，何かしら吻とす

るものがこの町にはあった。

ホテル・メスラは小高い丘の中腹

に建っていた。ジャカルタのプレジ

デンI､ホテルには比ぶべくもないが

まずは落着いた雰囲気のホテルであ

る。赤道のまさに直下，旅の疲れを

入浴で洗い落とし，クーラーの利い

た部屋のベッドにひつくり返る。

19時，迫間さんともう1人の駐

在員の浜口さんが同道でやって来

た。夕食の招待である。サマリンダ

の市内でおいしいマレーシア料理を

食べさせる店があるから，それを食

べに行こうというのである。ホテル

を出てしばらく車を走らせた。低い

家並みはたそがれてゆき，灯が美し

く熱帯の町の夜を飾っていた。料理

店は木造の家の2階にあった。

テーブルが8脚ほどおかれてお

り,先客が2，3組さかんに食べてい

た。我々も一隅に陣どった。インテ

リアに凝る日本のレストランとちが

って造りは無造作で飾り気はない，

社員食堂といった雰囲気である。

料理は皿盛りで次々と出る。これ

は箸を使わず，フィンガーポールで

洗った指で，米飯と混ぜながらロに

ほうり込んで食べるのである。ゆで

エビ，乾し|刺，鶏のカラアゲ，モッ

料理エ|､セトラ，なにしろ正体不明

の異嫌なものが出てくる。香辛料も

強烈である。こわごわと口に入れ，

ビールでのどに流し込む，野生的な

がら味はいい，インドネシア人は人

口の約9割が回教徒で彼らは豚を食

わず，酒を飲まない。それかあらぬ

か，そのうち冷えたビールが品切れ

となった。迫間さんが氷を持って来

させ，これを放りこんでビールを飲

んだ。かねがね生水は絶対に禁物と

いわれていたので多少心配になり，

迫間さんにiillくとやはりこの氷は危

いのだという。

10月27日,6時起床，ホテルの

チェックアウ1,は7時30分，1泊

9,000ルピア，迫間さんが,8時に迎

えに来て,KTIのサマリンダ事務

所に行く，事務所は町の要価と覚し

き地域にあり，川幅1キロほどのベ

ラヤン川の河岸にあった。日本に輸

入される南洋材の出発地，メランチ

材のふるさとのひとつの顔がここに

あった。

事務所は日本人が迫間所長，浜口

さんとほか3人，インドネシア人が

ざっと30人もいたろうか，みな忙

しそうにかなりきびきびと立ち働い

ていた。

午前中ムラワルマン大学の林学科

を訪問，昼食後事務所で一休みし，

14時，いよいよ伐採現場のある奥

地のキャンプへ向かうため,KTI

の6人乗りスピードボートに乗り込

む｡乗客は迫間所長と神崎さんと私，

その他KTIの連絡員，インドネシ

ア人の運転手と助手の一行である。

事務所の裏が専用の船着場になっ

ていた。ここから蛇行するベラヤン

川へのり出す。川は黄濁して流れて

いるが満々たる水鍛は堂々として大
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河の風景である。川をさかのぼるこ

と60キロのところにKTIのベー

スキャンプがある｡約2時間,河岸に

沿って散,圧する現住民村落を眺めな

がら行く。どれも粗末な造りで家と

いうより小屋というがふさわしい。

ほとんど全裸の女の洗瀧，子供た

ちのマンデー，家具らしいものの見

えないつつぬけの小屋，川へつき出

した水上トイレ，みな屈託のないあ

っけらかんとした表惜でポートを眺

め時に手をふる。村落の付近には必

ずバナナが植えられておりさらにひ

ときわ高くココナツの林があった。

村落がとぎれると水際いつぱいに常

緑樹林がせり出して繁っている。

我々のスピードポートは，筏を曳

行して川を下るタグボートに何隻も

出会った。その中にはKTIの筏も

あり，大声で呼びかわしながらすれ

ちがった。1隻のタグボートは5人

乗りで，およそ3,000m3のメランチ

材を曳いているという。

4時すぎ，キャンプのあるスブル

村のロッグポンドに到着した。ひと

つの集落がKTIの従業員で成り立
かなめ

っている。その要の位脳の山の中腹

に事務所があり，周辺に各種の施

設，倉庫などがあった。

キャンプマネージャーの和家さん

ほか日本人が4人ここで頑張ってい

る｡このキャンプには現地人が約250

人働いているということである。

私たちの宿舎は客用の独立家屋

で，密林を展望できる位世にあっ

た。窓の近くにハイビスカスが咲

き，密林からは蝉の鳴き声がおし包

むようにきこえてきた。風はなく，

微動だもしないように見えるジャン

グルの林相は，一種の鬼気をもって

私に迫った。建物も，前庭も，道路

も，折からの斜陽に映えて赤らみが
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続育成することのほうが，よりふさ

わしいのではなかろうか。

密林の上層木のもとで，すくすく

と伸びている耐陰性のある後生樹を

誘導育成する努力こそが，必要なの

ではないか。私たちはメランチの豊

嵩な天然林に少し手を加えた見本林

に入り樹々を縫って歩いた。倒木を

またいで歩いた。そこは大小のメラ

ンチのほかに多くの樹職があった。

粗剛な幹でそそり立つバンキライ

を眺め，触れればひどくかぶれると

いうレンガスを遠まきに回り，胸高

直径2m以上の71aの巨木の根元

に立ち，拳大の実をそこら中に落と

しているウリンの樹下を行き，メラ

ンチの稚樹に触れ，無数の蟻塚を崩

しながら歩いた。

熱帯の密林，ゆたかな広葉樹に対

する様々な思い，感慨が沸々と湧い

てく為のであった。このたくましい

天然林の旺盛な同化生産力を，人類

共有の財産として有効利用へと誘導

することは，林業人の緊急の課題で

なければならない。

ふとみれば，野生のバナナが小さ

な実をつけて，手のとどく頭上にあ

った。このバナナには黒い小さな種

子があるという，バナナに種子があ

ることを私はここで始bて知った。

赤土林道をジープでしばらく走る

と，和家さんが，グリーンスネーク

だとll'l･ぷ。

この地方で毒蛇の繁頭，コブラと

並び称せられる輝赫な蛇という。そ

れにしては姿はいかにも優美であ

る。鮮緑色の蛇でおよそ1.5mはあ

ろうか，今しも密林から出て林道を

よこぎり，また密林へと入るところ

である。和家さんは真剣な顔で，こ

いつにやられたらイチコロですから

ね，ジープでひきましょう，と言っ

（
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きわまり，あたかも赤道直下のほて

りをそこに映すようであった。

夕食は別棟の食堂で，日本人スタ

ッフ4人と迫間さんと私たちの合計

7人でにぎやかにはじめた，ビール

で乾杯，今日は久し振りに日本食の

供応である。とくに白菜の漬物，沢

庵，海苔，塩鮭など懐しく胃袋にし

みわたる。

夜はさすがに寝ぐるしい，ここは

ジャングルの真っただ中，ベッドル

ームに冷房はない。寝る前に殺虫剤

を部屋中にまき，はじめて見る円筒

形の抱き枕を抱えて横になる。抱き

枕はさすが熱帯の知恵なのだろう，

ベッドにそこばくの涼しさがもたら

される。

10月28日7時30分朝食,味噌汁

がとくにうまい。午前中はロギング

担当の上村さんの案内で，ジープを

1時間ばかり走らせて最寄りの伐採

現場へ出かける。キャンプから奥へ

のびる林道は赤土の裸道であるが，

よく手入れされ，舗装道路のように

坦々としている。林相はおよそ上，

中，下層の三段となり，下層のほの

ぐらい後生樹林の上に少し疎開した

中齢林が位置し，その上に亭々たる

大樹が伸びていた。大樹に巻きつい

た太いつる植物，まさしく熱帯のジ

､1･ングルである。林冠には陽光があ

ふれ，林内に入ると蝉が野太い鳴き

声を果てしなくひびかせていた。

ここで伐採するのは，ほとんどメ

ランチ材だけということである。メ

ランチにはレッド，イエロウ，ホワ

イトなどの種類があるが，この密林

の中で，目指すメランチ材はヘクタ

ール当たり4～5本しかないとい

う。企業として，現実の市場性から

は何とも致し方のないことかもしれ

ないが，まこともったいない話であ

る。私は，あたら大尚源を／という

思いで，赤土の波うつ伐採の最前線

を歩き回った。

いったん，キャンプへもどって昼

食，午後はKTIで樹木に詳しいボ

タニスト・サムシを同道し，メルク

シマツ造林試験地，メランチ見本林

などを視察に出かける。KTIはこ

の地域6万haに伐採権をもっている

のであるが，その一部にこれらが設

定されている｡

メルクシマツ造林は1974年のも

のである。胸高直径10cm以上，樹

高5～6nx前後，あきらかに奇形と

みえる叢状の分枝や，単幹状のフォ

ツクステールのものがかなり多くみ

られた。果たして熱帯地方にこれら

のマツを一斉造林して，うまく成林

するものかどうか，紫朴に危険を感

じないわけにはいかない。

やはり赤道直下のこの地方には，

密林に天然に存在する郷土樹種を保

、



てハンドルを急いで切った。二度ほ

どジープのタイヤが毒蛇をひいた。

しかしグリーンスネークはあまりこ

たえなかったようだ，少し身をよじ

らせはしたが，うねうねと進み，密

林の奥へと紛れこんでしまった。た

った今，密林の思索に酔い，さまよ

うようにして歩いた密林が，にわか

にすご味を帯びてきた。一見，美し

いあの毒蛇が，そこらに何気なくお
れいりちん

り，その怜捌な眼で悶入者をじっと

みつめているとしたら，と思うとぞ

っとした。よくもまあ，先刻はのん

きにほつつき歩いていたものだ。林

内で辿わなかった幸運を思って1IWを

なでおろしたのである。

ジープをさらに走らせ前所長の名

を冠したという村上峠を訪れた。お

おむね平たん林のこの地域ながら，

中にはかなり起伏のある所もあり，

林道工事の難儀が察せられた。ここ

では，林道が谷を渡るとき面白い橋

を架けていた。それは橘というより

井桁に組んだ材木の堆職であり，谷

をふさいだその井桁の上を林道が走

り，井桁の底を川が流れているので

ある。

午前中のロギング現場と別の方jIj

の山へ入ってロギングをみた。ボタ

ニスト・サムシが道端のタロイモを

掘ってみせる。草丈1mくらいで拳

大の芋が2個ついていた。このタロ

イモは茎を10cmほどに切ってさし

ておけば，3カ月でこの程度の芋が

つくのだという。サムシが腰鉈で芋

の皮をはぎ，ひと切れをくれた。味

を試してみた。意外とオツな味であ

る。コリコリとあっさりした味でう

まい。

夕刻，木材搬出の|､ラックを追っ

て河岸のロッグポンドまで降りてみ

た。巨大なメランチ材が，トラック

から貯木場へ唯げおちる録音と，水

煙を上げるさまは壮観であった。

私たちは河岸のカポックの木の下

に筒りこれを見た。ロッグポンドの

近くには,KTIの従業員の住宅が

あった。ハモニカ長屋というような

ものであるが，現住民の村落のそれ

と比べると絡段にきれいであった。

内部をのぞくと，なにがしかの家

具，戸棚やテーブルや鏡台らしきも

のなどが見え，子供たちのみなりも

小ざっばりとしていた。

KTIのような企業の出現が，ど

のように彼らに寄与しているかわか

らない。しかし，外見的には今，彼

らがよい生活をしているように見え

ることは，確からしく思えた。

伐採事業が永遠につづくものなら

よいが,KTIのここの仕事はあと

10年は続かないという。そのあと
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は果たしてどうするのだろう。村の

粗末な小屋から，ここに移り住み，

新しい生活を知ってしまった彼ら

は，果たしてどうなるだろう。また

あの焼畑にタロイモをさして日々を

懲らすことになるのだろうか。

斜陽が大河とロッグポンドを染

め，長屋と我々を染め，やがて急速

にたそがれはじめた。頭上の裸木の

ようなカポックの大木は白い枯木の

ようにたそがれゆく空に残ってい

た。（臘取大学腿学部）

－一一一

ココナツの村砂郷

赤道直下の子を撮る笑顔累々と

赤銅色を承け子の裸足強靭に

赤道直下バナナは夜も熟れいそぐ
ハイビスカスの家に泊りて夢軽し

ココナツの村の訣れはみな手を振る

古典的な予定調和の考え方？
－森林の経済的機能と公益的機能－

松下規矩

私は，私なりの理屈に基づいて，

“少なくとも一般的には経済的機能

において優れている森林は公益的機

能においても優れているとしてもよ

い”とみるのだが(No.439),小瀧

武夫氏は，“公益椛能に対する国民

の要請が複雑多様化，しかも深j薗化

している現在，そのような古典的

な予定調和の考え方では律し切れ

ないものと思われる”と言われる

(No.444)。

しかし，私はそこで私見に至る理

屈をいったわけではない。だから，

ここにその理屈をご披露し，改めて

ご批判を得たいと思うわけである。

ここで“森林”というのは，経済

的機能の利用を目的とする森林一

林業的森林一であり，公益的機能

の利用を目的とする森林－－公益的

森林一一ではない。もともとが林業

一一森林施業木材生産一の視点に

立つものだからである。

したがって，森林の経済的職能と

して，いわゆる木材生産機能を考え

る。というのは，たとえばある森林

に厚生的磯能をみ，それを売物にし

てもうけ仕事をする人があるとすれ

ば，森林の厚生的機能（→公益的機

能）即経済的職能ということになろ

うが，ここではそのようなことは考

えないということである。

また，森林の経済的陶臘は森林施
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業によって発揮されるものであると

みる。森林の経済的磯能とは，実は

森林施業の経済的磯能なのであると

みる。

さらに，林業的森林は，個別経営

の場合も地域林業の場合も，一定の

面積（→地域，流域）と椛造におい

て成り立つものとみる。一定の面積

（→地域，流域）において連年木材

が生産されている所にそれなりの林

業があるのであるとみる。

なお，一般用材生産の場合を考

える。

以上を前提として，ごく簡略な2

つの森林（の施業）のモデルについ

て両機能の大小関係をみることとす

る－智者は比嚥でさとる!？

すなわち，同じく皆伐作業方式で

同一面積（→地域，流域）の森林が

施業される場合，主伐林齢をAでは

100年,Bでは40年，したがって，

Aは100～1年,Bは40～1年の林

分群からなり，同一林齢に属する林

分群の総面積はそれぞれ均等にある

ものとする－各林齢1林分ずつな

らば,Aは100個,Bは40個の林分

からなる。したがって，各林分(群）

の面積は,BではAの2倍半であ

る。

よって，①毎年の皆伐面駿は,A

では全林(→地域，流域)の1/100,

Bでは1/40である。ここで，、林

地からの土砂流出は主として皆伐に

伴って生じ，その単位而職当たりの

髄は皆伐面積の大小にかかわりなく

等しいものとすれば－そのように

みるのが妥当というものと思う－

全林からの年間の土砂流出量は,B

ではAの2倍半である。よって国土

保全機能においてAはBよりも柊段

に優れているとしてよいとみる。

また，⑥森林の永続的な施業過程

山村の風物詩

挫家の屋敷のへりとか

村の道のわきに薪が塀の

ように職んであるのは，

山の村のひとつの風物詩

であり，みごとな景観で

あった。北上山地ではキ

ジマとよんでいる。石油

やプロパンがまだ村に入らなかっ

たころには，農家では食物の煮炊

きからいろりの火などすべて木を

使っていたので，どこの家でも一

年分の木を用意しておかなければ

ならなかったから，その燈はたい

へんなものであった。

木は村の共同の山から伐りだす

か，部落共同でダンナとよばれる

山林地主から買う契約をする。営

林署から払い下げをしてもらうと

ころもある。この山をタキモノヤ

マといった。木は雪が職もったと

きか，雪の消えかかったとき，発

芽前に共同したものたちが毎日山

に入って伐った。雪のあるときは

雪の上をすべらせて運ぶのに便利

だからであった。

伐り倒した木は長さ2尺5寸

虫

(約76cm)の玉切りにし，これを

タナに職み上げる。ひとタナは長

さ6尺(約1.82m),高さ5尺(約

1.51m),奥行き2尺5寸である。

予定の数にタナができ終わる

と山祝いの酒盛りをして労をねぎ

らった。そして出資金に応じて分

けてそれぞれ家に運んで積んで固

き，タキギにするのであった。枝

は別に束にする，シバマルヤと呼

んだ。それを馬につけるとき6把

を1ダンとして，各自に分けて家

に運んで秋んで置く，これをシバ

ニオと呼んだ。しかし，いまでは

このような作業をする必要はなく

なった。どんな山村にもプロパン

が取って代わったからだ。その代

わりに出かせぎが待つようになっ

た。（久慈小田島史郎）

山の生；
1

で年々の土砂流出量が多いことは，

土地の木材質生成機能の逓減を来た

すから，その意味でAのほうがBよ

りも経済的嬢能に優れているとみて

よいと考える。

さらに,＠全林に対して皆伐によ

る裸地状態の部分や未閉鎖の幼齢部

分が多ければ，それだけ森林の景観

美は損なわれることになる－森林

の景観美に厚生的機能があるとすれ

ば，それはAのほうがBよりも優れ

ているとみてよいだろう。

②毎年の要新植面職は,Bでは

Aの2倍半，双方とも同一林齢の林

分群にはそれぞれ等しい保育作業を

加えるものとすれば，毎年の要保育

面積についても同断である。よっ

て，、育林没（立木売却方式による

場合は木材の見かけの生産費の大部

分をなす）が大幅に少なくてすむこ

とにおいて,AのほうがBよりも経

済的磯能に優れているとみてよいと

考える。

また，⑥人手の加わることが少な

い場所ほど“自然”が多くあるとし

てよいはずだから,AのほうがBよ
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さまつ

論(？)が厳密一瓊末ではない－

な科学的な検討にも耐えうるかどう

かという点にあるとしなければなら

ないと考える。そのさい，そこに見

えざる神の手による予定調和の考え

方をみるのも自由のうちかもしれな

いが，恐らくは自由を浪費するだけ

のことなのではなかろうか。

なお，林業を純然たる企業として

考えるとすれば,AまたはB森林を

朧入するものとした場合の価額（→

林業投資額）に対する年利益額の大

小割合（→利潤率）をもって当該森

林の経済的機能の大小としなければ

ならないと思うが，林業には，個別

経営の場合でも一般企業（投資→利

潤独得）の概念では律し切れないも

のがあり，地域林業はそのようなこ

ととは無縁に成り立っているものと

考える。
2．・郡．．､宮、．’‐．｡‐手寺｡．‐，‐う．’

て,Aのほうがより少ない年支出で

より多い年収入が得られる。ゆえ

に,Bよりも経済的機能に優れてい

るとみてよいと考える。

④森林総体(→地域，流域)の立

木蓄職量はAのほうがBよりもはる

かに多い。したがって①の＠と相ま

って,Aのほうが森林景観美（→厚

生職能）に優れているとみる。ま

た,木材備蓄量が多いという点で,A

のほうが一朝有事のさいの国益（国

民一般の利益）に寄与する磯能－

それも一種の公益的機能としてよい

だろう－に優れているとみる。

以上を総合して,AのほうがBよ

りも経済的機能とともに公益的機能

においても優れているとみ，それを

一般化して初めに述べた見解とした

のである。

したがって問題は，上のような推

りも“自然"としての森林の機能（→

厚生険能）に優れているとみてよい

と考える。

③木材(立木)の年生産量（主間

伐材合計）は,AのほうがBよりも

多いとみてよいだろう。また,Aで

はBよりも大径の立木（→丸太）が

多く生産される。小径材のほうが高

価であるといわれるが，それは材積

単位でみた場合のことで，立木ない

し丸太1本当たりならば（一般用材

の場合)，太いものほど高価なので

はないか。したがって，年売上高は

AのほうがBよりも多いとみる。た

だし，総生産量のうちの間伐による

割合はAのほうがBよりも多いか

ら，その点ではAのほうが経済的職

能が劣るとみなければならないかも

しれない。しかし，②の＠はそれを

補って余りあるのではないか。かく
君子悪-..,.-bγ霊鼠寵劇か'琴･･聖･‐‐－2．壽響』_三夕’･お‐挙与．｡‐・尿.：．‐‐も･･･．｡:，､九一塁・‐J‐･-句．・・3．．部.・

今日の到達点と明日への展望を示す，全林業技術者必読の書！

匂。-●-－１
Ａ
灯

望技 状 展‘赫業技術の現状と業 現続 の
夕

スリーエム研究会編A5判460頁定価2,200円（〒200円）
一主な目次一

第1部林業技術の展開2，ヒバ天然林の施薬2．術畑作業技術
I.造林技術の展開3.スギ天然林の施業Ⅱ伐出作業技術
Ⅱ、製品雄産技術の展開4．ヒノキ天然林の施業1集材擬作業
Ⅲ、林道技術の展開5．アカマツ天然林の施業2．トラクタ作業
Ⅳ、治山技術の展開6．亜高山針葉樹林の施業3．玉切装置による造材作業

7．広葉樹林の施業Ⅲ、林道技術

第2部林業技術の現状と展望Ⅲ、人工林施業1．林道保全に留意した計画と
A施業技術1．更新施工例
I.新たな森林施業2.保育2.間伐林道の計画と施行例
1．非皆伐施業3．特徴的な造林事業3．簡易舗装工事
2．4面積皆伐施業Ⅳ、保護・管理4．軟弱地盤における施工例
3．保護樹帯（防風林を含む)1.気象害回避Ⅳ、治山技術
4．風致施業2．病虫害防除1最近のコンクリート技術
5，路網作設3．鳥獣害防除2．地すべり調査法
6．植生遷移帯における施業B.作業技術V安全衛生対策
Ⅱ、天然林施業I.造林作業技術1.作業犠械のリモコン化
1．エゾ・トド天然林の施業1．造林の機械化作業体系2．訓練システムの開発

〒162東京都新宿区市谷本村町28スリーエム研究会蕊驫(2鯉9塁47番
‘。．o香.錐鈩‘‐廷･壹戸畠蓉‘悪夢誌･石貸皇g二･．－三f･更．ご・8，．ザ．［・鼻・・・..戯．・1－､.胃合2－‐’3，．邸．・咋.・・連
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第26回林業技術賞ならびに

第13回林業技術奨励賞についての予告
本会は，林業技術の向上に貢献し，林業の振興に

功績があるものに対し，毎年林業技術賞ならびに林
業技術奨励賞を贈呈し表彰しておりますが，各支部

におかれましては本年度の受賞候補者のご推せんを
明年3月末日までにお願いいたします。

なお，『林業技術貧』は次の各号の一に該当し，
その技術が多分に実地に応用され，また広く普及さ

れ，あるいは多大の成果をおさめて林業技術向上に
貢献したと認められる業績を表彰の対象としており
ます。

1．林業器具・機械設備等の発明考案またはその

著しい改良

2．最近3カ年以内における林業技術に関する研

究，調査の綴告または著作
3．林業技術に関する現地実施の業績

『林業技術奨励賞』はつぎの各号の一に該当する

もので現地実施における技術，もしくは調査研究ま
たは著作の内容が，とくに優秀であって，引き続き

研さんすることによって，その成果が大きく期待さ

れる業縦を表彰の対象としております。

1．林木育種ならびに肯繭に関する最近3カ年以

内の業績

2．森林施薬ならびに空中写真測量に関する最近

3カ年以内の業績
木徴は，その結果を毎年5月に開催される総会の
席上発表し，表彰を行ないます。

第26回林業技術コンテストについての予告
本会は，わが国林業の第一線で実行または指導に

従事して活躍している林業技術者が，それぞれの職
域において，林業技術の業務推進のため努力し，そ
の結果，得た研究の成果や貴重な体験等について具
体的にその事例や成果を発表するために，『林業技
術コンテスト』をI)M催しております。そして審査の

結果，林業技術向上のために効果があり，成縦が優
秀と認められた方を毎年総会の席上表彰しておりま
す。

参加資格者は次の各号の一に該当する会員です。

（1）担当区主任，事業所主任またはこれに準ず

る現場関係職員
（2）林業改良指導員(AG)あるいは，都道府
県有林機関の現場主任またはこれに準ずる現
場関係職員
（3）森林組合その他団体，会社等の事業現場で
伽く林業技術員
水年度は，昭和55年3月末ロまでに各支部より，
ご推せん方お願いいたします。

〔コンテストは55年5月下旬の予定〕
一一で”…〃一…一…一…一一一

胃

！
|協会のう域き’

◎海外調査について

インドネシア国森林調査のため臓

員を次のとおり派遣した。

企画室部長代理今井忠美(6/20～8

/14),同課長小原忠夫(6/20～7/20),

理事調査部長梶山正之(7/1～7/20)，

調査部望月潔(7/1～8/14),技術開

発部胤村良二(7/1～8/14),同近藤道

治(7/1～8/14）

◎講師派遣について

本会技術開発部長代理渡辺宏を

次のとおり派遣した。

愛知県林業研修所(『空中写真』6／

11～13)，林業講習所（｢空中写真』

7/4～7)，三重大学（『航空写真（測

樹)｣6/5～9/30）

◎支部幹事会

日時：昭和54年5月30日

場所：本会会議室

出席者：35名(本部より理事長ほ

か関係者）

理事長挨拶の後，出席者の紹介，

本部より報告および連絡事項につい

て詳細説明のあと質疑応答を行なっ

た。その主たるものは次のとおりで

ある。

［千葉県]『林業技術』の発行日を毎

月1日としては。［本部]現在のとこ

ろ従来どおり毎月10日といたした

い。／[青森営林局]『林業手帳』の予

定価終と配布予定日を早く通知され

たい。支部幹事名一覧表の配布を要

望。［木部]林手の件ご要望に添うよ

うにする。支部幹事塩一覧表は早速

配布する。／[鹿児島大学]学生に喜

ばれる会誌の編集をお願する。［本

部]そのように努力する。／[高知大

学]3月号は卒業する学生のために

早く送付されたい。［木部]ご要望に

添うようにする。／[茨城県]林業技

士の無試験申請者の認定はいつにな

るか。［木部]7月下旬までに終わる

予定。／[高知営林局]会員の拡大対

策として森林組合等の団体へのよび

かけをしては。［本部]そのようにす

る。／[秋田営林局]会員配布技術図

普はアンケートの結果によって出版

してはどうか。［本部]53年度にア

ンケーl､調査をしたが回収率が少な

く結論をつかめなかった。しかし林

業技術の遮礎的なものについての要

望が強い傾向にあるので，その方向

で善処したい。その他埼玉県，山梨

県からも要望辮項あり紙面の都合で

ここでは省略する。
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●図書ご案内 ー

自然保護と日本の森林〔5刷〕大政正隆・著
新書判／281頁/¥1000/〒120

①自然保謹と資源保護は表襲一体のもの，②自
然林は自然のまま放置したときが段も健全で安

定しているという考えは当を得ていない，③自
然破壊の背後には日本人の自然観がある，の3
点を強調している。

観光レクリエーションと森林仰木砿蔵・著
A5判/212頁/¥1500/〒160

広い分野にわたる避南なデータをあげて誹述し

た労作で，蒋者独特の創窓が|随所にみられ，企
画・設計者ならびに企業家はもとよI),一般の
人びとにもおすすめしたい好苫である。

治山設計山口伊佐夫・諦
新書判／188頁/¥1200/〒120

洽山・砂防工の計画，設計を販点に理論と尖牒
とを対応きせて述べており，技術者はもとより，

これから治山・砂防を学ぼうとする人にとって
も好適の灘である。

PNC板積工の設計と施工片山邦康・群
A5判/317ZI/¥3000/〒200

PNC板工法について崩域地復l11,はげ山復I11,

防災林造成，保安林雑備，地すべり防止等の諾
率業，斜而|淵染・階段果樹I勤・宅地造成･lf業に
伴う工事などにおける具体例を詳述。

林道設計〔6刷〕夏目正・普
新書判／234頁/¥1000/〒120

林道の構造，設計，施工，エ4割皐務の取扱い方
について簡明平易に，設計に必要な多数の数表
をあげて解説したもので，初めて林道設計に携
わる人びとの良き手引番である。

伐出作業〔4刷,一部改訂)"I:n三樹男・綱鞘
新書判／266頁/¥1200/〒120

計画・実行・合理化・蚕料の4糒からなり，こ
れらを細分して，計画の立て方，伐木造材，集

迩材法，合理化，作業研究，蝋益分岐点，各郁
功程表作業j｣t,紫材規絡群を実際にそくして
解説している。

、

続・森林経理考野村進行・著
A5判/90頁/¥1800/〒160

前著「森林繰理巷」は第1部，鋪2部として国
右林に限定して述べたが，本1!fは第3部として
専ら民有林における全国森林i汁ili'i･地域森林討
画・公有林森林計mli･森林施業計卿を述べると
ともに前群の補足説明を試みている。

朝鮮半島の林野荒廃の原因三宅正久・薪
A5判/159頁/¥2000/〒200

11ﾘl鮮半脇における森林政策，とくに日本施政時
代を中軸として朝鮮森林の栄'I;i!i盛衰をH本の森
林と対応させながら詳述している。

ー

幾一
一音一ヶI慧蕊'職:”‘鷺 ●ご注文は直接農林出版へ

日本森林立地図森林立地懇話会・編集
¥3000〒160

森林土壌図，植生図，温鎧指数図，年降水量・
妓深秋雷図の4図で1セット，前2図は,1/200

万地形図に彩色で土壌，植生の分布を，後2図
は1/200万の白恢|に気候要素が等値線で記載さ

れ，別に説明書を添えている。

森林の土壌と肥培〔2刷〕芝本武夫・著
A5判/142頁/¥2000/〒200

森林土壊（13節／34戦),肥料（12節／38項),林
地肥端（3節／13噸),索引（和欧語）から成り，
冗長にわたることをさけて基本と応用について

解説した近来にない名著である。

図説・広葉樹の見分け方〔3刷〕竹内亮・著
A5判/250頁/¥1500/〒160

393極を選び,葉の兇かけ上の形によって分類排
列した莱形図と，これらに対応する記戦文から
成り，学塩索引，和布索引をそえている。

実践森林病理佐藤邦彦・著
新群判／248頁／￥1000／〒120

育林技術のなかで，：|肘嫡にどのように対応して
いくべきかを，わかりやすく説いている。多く
の図と'砿翼を収めたのが内容を理解する上で大
いに役､従っている。

都市林の設計と管理〔2刷〕商怖理喜男・著
A5判/220頁/Y2800/〒160

都市林一部IIf生涌蝋境を憐成するすべての樹林

や樹木一の計画i,設計，管理の実践における具
体的'lf項について写典104,図73をそえて解説
しており，この分野ではわが岡簸初のもの。

今日の林木育種戸田良吉・著
A511/240頁/¥2500/〒200

林木背繩辨業に瑞予して以来の知識の集積によ
ってひきおこされた林木青稚自体のイメージの

変化，育維戦略の変化をとらえて現在の林木育
祇の像を拙いたもので，英文の要約を添えた。

森林調査詳説木梨謙吉・著
A5判/660頁/¥6000/〒280

森林や苗畑，各砿試験，育種など，すべての部
I加jにわたる調奔実例にもとづいて考え方と計算
手順および分析結果を与えている。また材積表
や細り表，収穫表に関する検討，枝打・間伐な

ど林柴への実験計仙i法の応用と考察,森林調笠
における功穰表をまとめている。

木材理学総論渡辺治人・著
A5判/650頁/¥8600/〒280

九州大学，東京大学における著者の研究による

安料と，極めて多数の内外の文献を引用して課
かれたもので，これまでにない名著である。主
なIﾉ1容は，木材の形成・化学成分・組織朧造・
物理的性質・力学的性髄・索引である。

〒105束京都港区新稽5二33亨蹴農**出版株式会粧.振替東京5-80543番電話03(431)0609.3922
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●ポール横断測最、地形測鰍、斜面

測湿における人員の削減と時間を

短縮する経済的な器械。

●i降量で取扱、使用が非常に簡単。

⑧地廷り・崩壊地･山地等の傾斜測量。

③考古学・地質・断層崖の測最。

③河川の堤防・道路・鉄道・林野・

宅地造成における斜面測量。
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伝統ある土佐刃物
’’

禰
畑

＝
-コ

●

全ニシヤマ特殊NN砥石

、 《特曇》

●蝋研ぎから仕上までこれ一つ

で0K.ノ

●特殊製法で、刃がつきやすく
圖減ｳ)が少なく、はがれたり
片方超け研ぎ減りが少ない。
（貼り合せ砥石ではない）
●特に、厚刃物（技打鍵．枝打
芹・鎌嘩〉に適している．

サイズ⑱150mm×40m甲×23皿、
の2051,m×50mm×25mm
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フィッシングブーツ底

はス′ぐイク付ノンスリッ

プ底で編み上げとなって

おり軽くて保温も充分で
す。

ノンスリップ地下足袋

底はス′ざイク付のノンス

リップ底で上部は布裂で

足にぴったりブイ・ソ卜し

ます。10sハゼ．7s'､ゼ．
4s′､判ごとあります。

防水安全地下足袋底は
スノくイク付のノンスリ・ソ

ブ'底で全師．．ムコーチン
グしてあり防水が完全。

その上保湿も充分です。
(7s′､ゼ）

器具その他全般

高知県土佐山田町間I63

土佐山田08875-3-4181"

用土佐高級打刃物、

西山商会
機械、

〒782

電話，

林業 の
詳細は

カタログ参照合 佐山

商㈲ 山西

枝打斧鎌 二丁差

鋸 柄鎌 ・鍬

山林経営の
必需品 巡視セット

｜収納鎖”
柄つなぎ柄

■■■■■■■■■■■■■■■■■■

山林の巡視、測量用として必要な用具を最小

限に紋り且つ、コンパクトにまとめた愛林家

必携のセットです。特に林野巡視時のクズ処

理、植付不良苗木の補植及び除伐等の作業に

はかかせないものです。山林等狭い場所でも

動作が楽で軽快に動けます。尚災害予防出動

に際しては、初期に於ける適切な初動処置が

出来、従って災害を未然に或は最小限に防ぐ・

事が出来ます。このセットは必ずや皆様の御

期待に添うものと確信致しております。
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岡崎文彬著

写真力罫語る緑地の本質
10数万枚から厳選した珠玉の緑地景観

1枚1枚の写真が著者の緑地観を語る

全国民的見地からの緑地論の決定版／

0章緑のなし､風景
1章都市と周辺α線化
2章都市の近郊緑地
3章自然公園
4章生産緑地
エ章ユーーヒアを求めで
点描41点を選び6学説
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